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授業
番号

大学院生等の所属 授業テーマ 授業内容 授業実施不可日

0101 文学研究科 少子化の歴史：国に意図的に進
められてきた！？

少子化といえば、いまの日本で最も大きな社会問題だと思う方が多くいるでしょう。国が子どもの数を増やそうとしても、
人々の身体や生殖に直接介入することは不可能だと思っていないでしょうか。しかし、実は家族計画の歴史から見れば、
少子化は国に意図的に誘導されてきた「望ましい」状態でした。避妊や中絶といった生殖管理のテクノロジーを駆使して、
出生率や死亡率、人口の数を直接コントロールすることも多くの国々で頻繁に行われています。たとえば、日本で1950〜
60 年代に国の人口政策として展開された「家族計画」「産児調節」運動はその1つです。この授業では、家族計画、産児
制限の歴史を世界的に検討し、日本、さらには東アジアの国々がどのような歴史の歩みの中で、現在の人口減、少子化
に辿り着いたかを考えていきます。

10月2日

0102 文学研究科 中国の一人っ子政策は終わっ
た！？――人口を統治するあり
方の変化――

中国ではいま3人まで子供を産める政策が実施されていますが、皆さん知っていましたか？ 40年近く続いた「一人っ子政
策」はすでに歴史になりました。それにしても、みんなが子供を産みたくありません。2021年の合計特殊出生率は1.15人と
いう日本の1.3人よりも低い驚きの数値でした。しかし、避妊や人工中絶を通じて子供の出産を制限することは、技術的に
可能ですが、出産を増やすことはそれほど容易ではありません。日本と同じく、育児手当ての支給や産休の延長などの
施策が図られても、効果がないようです。そのため、人々の出産観を変える必要があるのではないでしょうか。中国政府
はいま、どのような新たなプロパガンダを行うことで、人々の出生意欲を上げようとしているのでしょうか。日本と同じく少
子化問題を経験している隣の大国では人口を統治するためにどのような新たな戦略が利用されているのかを見てみま
しょう。

10月2日

0103 文学研究科 小説を書く「テロリスト」──ロシ
ア文学へのもう一つの入口

現代の私たちは「文学」と「政治」が別々のものだと一般に理解していますが、歴史をふり返るとこうした区別は自明なも
のではありません。その意味で20世紀初頭に活躍したロシア人のボリス・サヴィンコフは良い具体例です。彼は「革命」を
掲げる政治組織に関係し、ロシア帝国の政治家の「暗殺」を指導した人物ですが、同時にその体験を小説に描いた「作
家」でもありました。1909年に「ロープシン」というペンネームで作家デビューしたサヴィンコフは当時の人々に大きな衝撃
を与えています。この授業では「ロープシン」誕生の道のりと当時のロシア文学や社会に焦点を当てながら、「政治」も「文
学」も同一の地平線に置かれていた時代について、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

10月20日・23日,
11月6日

0104 文学研究科 「テロリズム」とは何か？「テロリ
スト」とは誰か？──言葉とイ
メージの歴史的変化から考える

一般に「テロリズム」という言葉は政治的な目的を達成するために暴力を行使する犯罪行為を指しています。また、どのよ
うな人々が「テロリスト」と呼ばれるのかについても、定まったイメージが社会では流通しています。ですが、ひと口に「テロ
リズム」と言ってもこれまで多種多様に使われてきた歴史があり、「テロリスト」のイメージは時代や地域によってヴァリ
エーションがあります。この授業では、おもにロシアや日本の事例を扱いながら、「テロリズム」と「テロリスト」の言葉とイ
メージの特徴と変化について具体的に考える予定です。

10月20日・23日,
11月6日

0105 文学研究科 反乱の書き方のススメ——近世イ
ギリスの反乱とその記録——

現代社会では、一つの出来事を多様なメディアや個人がさまざまな角度や立場から語ります。それは16世紀のイングラン
ドでも同様でした。1549年、一部の地域で始まった暴動がイングランド全土に広がり、半年近くにわたって続きました。そ
の中でも最大の反乱が、ロンドンに次ぐ主要都市ノリッジで起こったものです。この反乱は、その最中から20年後に至るま
で、それぞれの目的を持った立場の異なる人々によって様々な形で書かれ、後に「ケットの乱」として広く知られるようにな
ります。それぞれの記述の違いから、書き手や、書き手が所属する共同体がどのように反乱を、そして社会をとらえてい
たのかを通して、当時の人々の世界観に迫ります。

月曜日（10月～12月）,
10月31日,
11月1日・2日・17日・21日・
22日・24日

0106 文学研究科 歴史漫画の舞台裏をのぞこう！ 近年、歴史を扱った漫画やアニメ、ゲームなど、いわゆるサブ・カルチャーの様々なコンテンツが、歴史への関心への重
要な入口の一つとなっています。それらのなかでも、史実に基づき、専門家を時代考証に招いた作品は、異なる目的を持
つ歴史学研究とフィクションが融合したものです。本講義では、『セシルの女王』（こざき亜衣作・小学館）を題材に、その
融合の仕方を見ていくことを通して、歴史学とはなんなのか、歴史フィクションとはなんなのかを探っていきます。

月曜日（10月～12月）,
10月31日,
11月1日・2日・17日・21日・
22日・24日

0107 文学研究科 「自分らしく生きる」とは？――ベ
ルクソンの哲学を手がかりに

「自分らしさ」というと、あなたは何を思い浮かべますか。他の誰もが持っていない、自分だけの「独自のもの」とはなんで
しょうか。こうしたことを考えるために手がかりとなるのが、フランスの哲学者アンリ・ベルクソンの思索です。ベルクソンは
私たちの心のなかで起こっていることを注意深く観察することで、「自分らしさ」と「時間」が深く関わっていることに気づき
ました。一人ひとり、どんな人のなかにも流れている時間、しかも、その人にしか生きることのできない時間――そんな時
間を生きることが「自由」なのだとベルクソンは言います。この授業では、「自分らしさとしての時間」について、皆さんと一
緒に考えていきたいと思います。

月曜日(10月2日以降）
木曜日（9月28日以降）

0108 文学研究科 個人も社会も大事にするには、ど
うすれば？――デュルケムの思
想から

あなたは、社会と個人のどちらが大事だと思いますか？「社会のためには個人は我慢しないと」などと言われると、どうに
も窮屈な感じがするし、だからといって「社会と関わらずに、ひとりで生きていきます」なんて言う人は、現にある人びとの
つながりを無理やりに無視しているように見えます。「社会と個人の関係をどう捉えるか」という問題は、さまざまな思想家
たちが格闘してきた大きなテーマですが、この授業ではフランスの社会学者、エミール・デュルケムの「人格」論からアプ
ローチします。「一人ひとりを大事にすることが、結局は社会のためになる」というデュルケムの主張が、どのように成立し
ているのかということを考えていきます。

月曜日(10月2日以降）
木曜日（9月28日以降）

0109 文学研究科 目の前のペンが〈ペン〉として在る
とはどういうことか

〈目の前にペンが在る〉ということ。これは日常もっともありふれた何気ない出来事の一つであろう。逆にいえば、ありふれ
すぎるあまり、このことを真剣に疑ってかかる者は決してそう多くはないだろう。しかし、目の前にペンが〈在る〉ということ、
もしくは、目の前のペンがまさに〈ペン〉として在るということは「なぜなのか」または「いかにしてなのか」を問うことは、世
界がそもそもどういう構造を持ち、世界をその同じ世界として人々と共有し且つ認識することがどういうことなのかといっ
た、世界および物事一般の〈謎〉を解き明かすことに直結する重要な問いなのである。こういう次第で、わたしは、日本の
哲学者である「廣松渉」の哲学を参照しつつ、一般に「物事の本質」について考えることがどういうことなのかを高校生と
一緒に考えてみたい。

月曜日・金曜日

0110 文学研究科 哲学の「難解さ」を楽しむ 哲学は一般に「難解」と言われる。難解なあまり、せっかく買った哲学書を読破できず途中で諦めてしまった者は多いので
はないだろうか。しかしその難解さは多くの場合「非日常性」を意味しているとも考えられる限り、それは日常触れ合うこと
のできない一種独特の世界観を享受するのを可能にするともいえる。わたしは、哲学史上でも難解で知られる廣松渉の
哲学、特にその〈奇形な文体〉を通じて、ネガティブに捉えられやすい哲学の難解さを深淵な世界と相交えるための通路
として捉えることで、その難解さはむしろ独特の「知的快楽」を与えるものであることを高校生と共有したい。

月曜日・金曜日

2023年度 京都大学高大連携 学びコーディネーター事業 提供授業一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※136授業（68名）掲載。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※連続した色は同一講師を示しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※授業実施不可日を確認のうえお申し込みください。
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0111 文学研究科 幸せのために、思考停止する必
要なんてない

「どうせ世の中カネなんだ」、「どうせ力が強いやつが勝つんだ」「どうせ恋愛なんて性欲の言いわけなんだ」、「キレイゴト
言ったって仕方ない」、「気持ち良ければ何でもいい」、「現実を見ろよ」……こんな諦め、悲観主義が現代を覆いつくそうと
しているように思われます。
でも、それは「仕方ない」のでしょうか？何を言おうとこれが「現実」なのでしょうか？夢を信じ、正義を信じ、愛を信じ、自
分が本当に正しいと思うことを守りつづけ、自分が幸せになることを諦めないのは、「現実逃避」なのでしょうか？……そ
んなことはない。このことを、単なる「お気持ち」や「個人の感想」ではなく、“論理的に”証明することができるのが哲学で
す。
希望を抱くのは「甘え」じゃない。一緒に考えてみましょう。

9月28日・29日,
10月27日,
11月10日・24日

0112 文学研究科 どうして本を読まなきゃいけない
の？ただの趣味じゃないの？

「本を読みなさい」と大人は言う。でも「本の中に正解はない」とも聞く。どっちが正しいの？……本ばかり読んでいるのは
ガリ勉？本なんて誰かの作り話や主観的意見？科学的な答えは教科書に書いてあるのに、本を読む必要があるの？結
局、時間の無駄？
……これは全て、私が高校時代に抱いていた疑問です。でも今、私は大学院で大量の本を読みながら哲学の研究をして
います。その中で分かったのは、次のことです。本を読むのは、変なことでも難しいことでもない。ましてや、ただ学校の勉
強のためにすることではない。本は、これから生きていく全ての人が、明日も生きるために必要なものである。
　大学での哲学研究のやり方を紹介しながら、このことをお話しします。

9月28日・29日,
10月27日,
11月10日・24日

0113 文学研究科 焼身供養について 焼身供養とは、自身の身体に火をつけて仏・法・僧を供養する極端な仏教行為である。焼身供養は一見すると、親から受
け継いだ身体を大切にするという中国で重視された「孝」の概念と矛盾するのであるが、歴史上には孝の実践のために
焼身供養が行なわれた事例が確認される。本講義では様々な目的のために実施された焼身供養の中でも孝との関わり
に着目して、漢字文化圏の精神理解への一助としたい。

11月1日・2日

0114 文学研究科 高麗の僧侶の活動と留学 朝鮮半島の僧侶の中には、仏法を求めて中国に留学をし、現地の人たちとの交流を通じて知見を獲得し、帰国後には王
朝から重用された人物が散見される。本講義では10世紀～12世紀に活躍した高麗人僧侶の事績を通じて、当時の東ア
ジアの仏教交流を紹介する。

11月1日・2日

0115 文学研究科 科学技術の知識に対する社会的
信頼の再構築には何が必要か―
―科学技術社会論入門

本授業では、科学技術の知のあり方について考察したうえで、科学技術をめぐる知識が信頼されるには何が必要か、科
学技術社会論の方法で検討したいと思います。科学技術社会論は科学・技術と社会の接点において生じる課題につい
て、人文・社会科学の方法論を用いて探求する学問です。新型コロナウイルス感染症をめぐって様々なデマが飛び交い
ましたが、その背景には科学技術に対する不信感が存在します。この問題をどのように考えればよいか、具体例として
BSE事件を取り上げ、科学技術社会論の方法で考えたいと思います。また、本授業を通して、学問がどのようなものか、
そして、学問がどのような可能性を持っているのか伝えられればと思います。

10月6日・20日,
11月10日・24日,
12月8日・22日

0116 文学研究科 思いやりで社会問題は解決でき
るか――哲学入門

本授業では、「思いやり」の限界、「人権」思想の可能性と限界をふまえた上で、「他者」といかに向き合うべきか、哲学的
に考えたいと思います。自らと異なる「他者」を否定するのではなく、迎え入れることは、多様性を重んじる社会を真に実
現する上で必要不可欠です。そのためにはどうすれば良いか、生徒の皆様が考える一助となるような授業を行えればと
思います。また、本授業を通して、大学でどのようなことが学べるか、また、大学での学びによってどのように世界の捉え
方が変わるかを伝えたいと思います。

10月6日・20日,
11月10日・24日,
12月8日・22日

0117 文学研究科 学校教育の歴史を考える 今から100年ほど前の日本では、小学校を卒業しても、それよりも上級の中等教育機関に進学する人は、ほん
のごくわずかでした。そのような、みんなが学校に通うことが当たり前でない時代を経て、どのように学校教育は
社会に定着していったのでしょうか。本講義では、明治時代の滋賀県の農村に農学校がつくられていく過程を検
討することで、この問いに答えていきます。特に、この時代に生きた人々がどのような生活や仕事をしていて、い
かなる知識や情報が必要だったのか、学校にどのような役割を求めていたのか、ということを、史料を駆使しな
がら考えていこうと思います。あわせて歴史学の研究手法について紹介します。

9月4日～8日・11日・12日,
水曜日・金曜日（10月～12
月）

0118 文学研究科 明治時代の若者 本講義では、明治後半に生きた若者がどのような存在だったのか史料を通して検討していきたいと思います。
明治時代は「青年」という言葉が登場し、若者をいかに教育するかが社会の関心事となった時代でした。しかし、
都市と農村では若者のおかれた環境はかなり異なりましたし、男女で教育の内容や質に大きな差がつくられま
した。本講義では、当時の群馬県の農村の事例を検討することを通して、明治時代の若者のおかれていた環境
や、国家や地域社会が若者に何を求めていたのか、そして若者自身がどう生きていこうとしていたのか、その一
端を考えていこうと思います。あわせて歴史学の研究手法について紹介します。

9月4日～8日・11日・12日,
水曜日・金曜日（10月～12
月）

0119 文学研究科 ローマ帝国とヨーロッパ―ローマ
帝国の歴史が後世に与えた規範
とアイデンティティー―

私たちが世界の歴史を学ぶ大きな意義の一つは、他国の歴史を理解することを通じて、他者理解や異文化理
解を深めることにあると思います。そのため、近現代の歴史に注目が集まりがちですが、近現代において、イギ
リスやフランス、ドイツといったヨーロッパ諸国やヨーロッパという枠組みが形成されていく過程で大きな役割を果
たしたのは、古代のローマ帝国の存在でした。その際、イギリスであればボウディッカ、フランスであればウィル
キンゲトリクス、ドイツであればアルミニウスといったローマ帝国に反旗を翻した「英雄」が取り上げられました。
ローマ帝国の歴史が後世に与えた規範とアイデンティティーを見ていきながら、古代史を学ぶ意義、さらには歴
史を学ぶ意義を考えていきたいと思います。

なし

0120 文学研究科 古代における文化交流―ロー
マとエジプトを事例として―

文化交流と聞くと、現代においては、旅行や留学、万博のようなイベントなどを通して、他国の文化を知り、自国
の文化を伝えるイメージがあると思います。たしかに、古代においても、一部の富裕な人たちは旅行や留学に
行っており、文化交流に一役買っていました。しかし、交通手段の発達していない古代において、文化交流の重
要な側面を担っていたのは、戦争とそれに付随する外交でした。たとえば、共和政期の終わりにエジプトから
ローマに太陽暦が導入されましたが、それはカエサルとクレオパトラの軍事的交流があったからこそでした。戦
争を肯定するわけではありませんが、いまだ戦争が繰り返される現代において、ローマとエジプトを事例に戦争
がもつ残虐な側面とは別の側面について考えていこうと思います。

なし

0121 文学研究科 「モノ」を収集する知識人―近
世日本文化史への誘い―

コレクションは、今日でも個人や公共施設によって続けられている文化的営みです。近世日本では、町人や大名
などの知識人がさまざまな「モノ」（考古遺物や古地図、標本、書物）を収集し、研究に活用していました。その動
きは個人の活動にとどまらず、同じ興味・関心を抱く知識人同士のネットワークが生まれ、やがて全国規模にま
で波及しました。本授業では、主にネットワークの中核を担った知識人（木村蒹葭堂や平賀源内）、交流が行わ
れた場（サロンや薬品会）の2点に着目し、コレクションの歴史を史料に基づいて紹介いたします。さらに、古文書
や図譜を用いて、知識人による「モノ」の収集の一端に迫ってみましょう!

火曜日・水曜日
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0122 文学研究科 古地図の機能や種類、読み方
―歴史地理学への第一歩―

現代において、地図は身近な存在かつ、必需品として私たちの生活に役立っています。近世日本では、伊能忠
敬の「大日本沿海輿地全図」のみならず、支配・領有や都市管理、考証などの目的に応じてさまざまな主体（江
戸幕府や藩、知識人）が古地図を作成し、活用していました。近年では、デジタルアーカイブの充実が図られる
ことで、インタ―ネット上での古地図の閲覧も可能となりました。本授業では、デジタルアーカイブに公開されて
いる古地図（世界図や日本図など）を中心として、その機能や種類の多様性を紹介いたします。さらに、都市が
描かれた古地図を用いて、その読み方や面白さを実際に学んでみましょう!

火曜日・水曜日

0123 文学研究科 ナショナリズムへの「無関心」
を考える

近年、「ネイション・ナショナリズムへの無関心」というテーマに関心が集まっています。「無関心」と言われるとな
んだか悪い印象を受けますが、果たしてそれは悪いことなのでしょうか？　そもそも、「無関心」と非難された人
は本当に無関心だったのでしょうか？　実は歴史において、「無関心」という言葉は人びとをナショナリズムに動
員するための手段として活用されてきました。例えば、20世紀初頭のチェコでは、チェコ語を母語とする家庭でも
子どもの将来を考えてドイツ語の学校に通わせようとする親がたくさんいましたが、チェコ系のナショナリストはこ
うした親たちをチェコ・ネイションに対して「無関心」だと非難し、子どもをチェコ語の学校に通わせるよう強要しま
した。「無関心」という非難は特定の規範を他者に強いる効果を持つのです。その意味について考えてみましょ
う。

11月2日

0124 文学研究科 中東欧の歴史からヨーロッパ
を見つめなおす

世の中の様々な事柄を西洋の価値観を基準に考えるような態度のことを、西洋中心主義と言います。西洋中心
主義について考えてみることは、われわれが当たり前だと思っている価値観がいかに偏ったものであるかを知
る上で重要です。しかし、しばしば等閑視されるのが、「西洋」自体も実際にはとても多様であるということです。
中東欧からヨーロッパを見つめなおすことで、われわれがステレオタイプとして持っている「ヨーロッパ」や「西洋」
のイメージを見つめなおしてみましょう。授業では、ハプスブルク帝国、そしてその中のチェコという地域に焦点を
当てながら、「帝国」、「国民国家」、「リベラリズム」、「市民社会」といったキーワードを軸に、ヨーロッパの近代化
とは何であったかを再考します。

11月2日

0201 教育学研究科 Thiking about Critical Thinking
-批判的思考入門

「クリティカルシンキング」または「批判的思考力」という言葉を聞いたことはありますか？このスキルについてど
んな印象を持っていますか？クリティカルシンキングは21世紀型スキルの一つとして、異文化との交流や私たち
が受け取る情報量が増えた現代を生き抜くために必要不可欠と言われています。また、この思考力は高校や大
学などにおける学びやビジネス、生活一般においても役立つことから、今後ますます持っておきたいスキルとし
て求められていくと言えるでしょう。この授業では、クリティカルシンキングのいろいろな側面についての理解を
深めるだけでなく、実際にクリティカルに考えるための練習もしてみたいと思います。

金曜日

0202 教育学研究科 ロジカル英語ライティング入門 皆さんは英語でのライティングに自信はありますか？最近はカリキュラムが変わって、授業でも英語によるライ
ティングやスピーキングなどのアウトプットの機会が増えているかと思います。大学などの高等教育やビジネス
の世界においては、「情報の受け取り手に納得してもらえるように伝える力」が非常に重要です。これによって大
学入試でも、ある程度の量の英語ライティングを求めるところが増えています。私は元高校教師で英語ディベー
トの指導に長らく携わり、今はクリティカルシンキングの研究をしています。今回はその経験を活かして、皆さん
にちょっとしたアクティビティをしてもらいながら、ロジカルに英語で文章を作るコツついてお伝えしたいと思いま
す。

金曜日

0203 教育学研究科 未知の世界へ～幕末・明治期
の海外経験～

「グローバル」という言葉が社会に根付いて久しい今日、旅行や留学等で海外へ行く人も多いだろう。しかし、わ
ずか150年ほど前の日本社会では、海外は「恐ろしい異人さん」の住む未知の世界だった。
黒船来航とともに国際社会の波に巻き込まれざるを得なかった幕末日本。そんな時、「恐ろしい異国」へ足を踏
み入れた人々はどのような人物だったのか。なぜ海外へ行き、何を見、感じたのか。そしてその海外経験を経
て、その後いかなる人生を歩んだのか。幕末・明治期の留学生や外交官等の事跡を紹介するとともに、残され
た「モノ」を探し出し、集め、分析し、歴史像を編み出していく歴史研究の魅力を伝える。

なし

0204 教育学研究科 文明開化を生きた女性 「文明開化」のかけ声のもと、社会のシステムや価値観が大きく変化した明治期。西洋からもたらされた男女観・
女性観は、従来の日本のそれよりも「進んだ」ものとされた。では実際、西洋の女性観のもと、明治の女性たち
はどのように生きたのだろうか。この授業では特に「外交官の妻」に注目する。いまだ「開化」半ばの明治日本か
ら、国際社会へ放り出された外交官の妻。彼女らはそこで如何にふるまい、そのふるまいの裏にはどのような意
図や要求があったのか。歴史資料から明らかにされる当時の外交官の妻の足跡を紹介するとともに、彼女らが
感じたであろう、西洋の価値観や習慣への戸惑いや、新しい世界へのときめき、錯綜する西洋と日本の価値観・
女性観等について、ともに考える授業としたい。

なし

0301 経済学研究科 学際的な勉強はなぜ重要か
ー財閥と多角化の論理

この授業は、戦前日本に成立された三井・三菱のような財閥、戦後日本で現れた６つのケイレツ、韓国のサムス
ンやヒュンダイ、インドのタタ財閥のような企業集団（ビジネス・グループ）が、①どのようなものであり、②どのよ
うなところで違っており、③どのような仕組みで事業を展開しているかを皆様にご紹介することを目的としており
ます。
その上、㋐多角的な事業を展開する手法を表す「多角化戦略」とは何か、㋑関連多角化と非関連多角化とは何
か、㋒現実社会における関連・非関連多角化では説明できないそれらの企業集団の経営方式を、どのように説
明すればよいかに関する、経営学と経営史の学際的な研究をを皆様にご紹介することで、企業集団に関する研
究をご紹介します。

なし

0302 経済学研究科 国家 vs 企業、誰が経済発展
と産業育成を担うか

「国家の役割」や「企業の役割」は、ある国の経済発展や産業育成を考える際、頻繫に用いられる二つの重要な
キーワードです。特に、戦後の日本をはじめ、韓国、台湾、シンガポール、香港の経済成長を説明する用語とし
て、「開発国家」がよく用いられています。この「開発国家」は、戦後日本の経済発展における国家の主導的な役
割と、日本の産業政策を担当した経済産業省の役割を理解するために導入された概念ですが、国家の主導的
な役割だけが、経済成長と産業の育成両方を担ったとは考えにくいです。
本授業は、韓国における高速道路建設計画を事例に、経済発展と産業育成における政府と企業の役割はどの
ようなものであったかを考察します。

なし

0303 経済学研究科 経済を見る目を養おう！（オー
ダーメード承ります）

この授業では普段私たちが生活している経済のあり方についての見方を養うことを目的としています。私たちは
資本主義経済に生きています。でもそのそも資本主義とはどのようなものなのでしょうか？資本主義と一口に
言っても様々ですし、また歴史を通して変わって来ています。この講座では資本主義のあり方について様々な角
度から切っていきます。またご相談いただければ、地域経済や環境問題など様々なところにフォーカスして授業
を作ることも可能ですし、人数次第ではゲーム形式で開催することも可能です。また大学での学問についてや受
験も交えたお話も可能です。基本オーダーメードで授業をさせていただきます。

9月1日～11月30日

0304 経済学研究科 フィンランドから考えるグロー
バル化と国家の役割

北欧福祉国家として有名なフィンランド。一般的なイメージでは充実した福祉に素晴らしい医療・教育制度を兼
ね備え、国民の幸福度は世界一。非常に夢のような国だという噂をよく耳にします。たしかにフィンランドは様々
な素晴らしい制度を兼ね備えた国です。しかしグローバル化が進む中で、フィンランドもこうした福祉国家体制の
維持をすることに苦戦しています。この授業では私の研究も交えながら、フィンランドの福祉国家体制の授業を
通じて、グローバル化と国家のあり方について考えていきます。

9月1日～11月30日
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0305 経済学研究科 魔女の歴史―近世イングラン
ド・スコットランドの史料から―

皆さんは、「魔女」という言葉を聞いてどのようなイメージを思い浮かべるでしょうか？
現代に生きる人々の中に、魔女が本当に存在していると信じている人はあまりいないかもしれません。しかし、
かつてヨーロッパでは、魔女が存在すると信じられ、実際に多くの人々が魔女として裁判にかけられました。魔
女裁判が存在していた時代、人々は魔女に対してどのようなイメージを持ち、また、魔女とされた人々はどのよう
な罪に問われていたのでしょうか？
この授業では、16-17世紀のスコットランドとイングランドの、魔女裁判資料、魔女について書かれた書物、魔女
裁判を記録したパンフレットなどの史料を使って、当時の人々の魔女イメージに迫りたいと思います。

9月1日・7日・8日・14日・15日・20
日・21日・22日・28日・29日,
10月2日・3日・4日・10日・11日・17
日・18日・24日・25日・31日,
11月1日・7日・8日・14日・15日・21
日・22日・28日・29日,
12月5日・6日・12日・13日・19日・
20日

0306 経済学研究科 社会的混乱とどう向き合うか
―ダニエル・デフォーの作品か
ら―

コロナ禍において、私たちは多くの困難に直面しました。コロナ関連の制限が緩和された今でも、コロナとの共
生は手探りの状態です。このような感染症の流行は、歴史上繰り返し発生しました。歴史上の有名な感染症の
一つにヨーロッパで何度も猛威を振るったペストがあります。『ロビンソン・クルーソー』の作者として知られるダ
ニエル・デフォーは、1665年のロンドンでのペスト流行に関する作品を残しており、病の流行という困難な状況に
陥った時に、人々が不安にどのように向き合ったのかを知ることができます。デフォーの作品を通じて、危機的
な事態に直面した時の反応について、過去の人々と現代の人々の間にどのような共通点、相違点があるかを比
較しながら、私たちは困難な状況にどのように向き合えば良いのか、一緒に考えてみませんか。

9月1日・7日・8日・14日・15日・20
日・21日・22日・28日・29日,
10月2日・3日・4日・10日・11日・17
日・18日・24日・25日・31日,
11月1日・7日・8日・14日・15日・21
日・22日・28日・29日,
12月5日・6日・12日・13日・19日・
20日

0307 経済学研究科 なぜ戦争は起きるのか　～
ゲーム理論を用いたアプロー
チ～

「戦争をなくすにはどうすればよいか」。小学校の頃から多くの人が問われてきた問いですが、明確な答えが提
示されることはほとんどありません。この授業では、国際政治経済学においてよく用いられる「ゲーム理論」を用
いて戦争が発生する要因・条件を科学的手法であぶりだします。それをもとに、戦争が発生する確率を下げるア
プローチを考えるワークを行います。平和のための研究が喫緊で必要な時代ですから、高校生の斬新なアイ
ディアに私も期待しています。

なし

0308 経済学研究科 低炭素を目指した観光プラン
を作ろう！

二酸化炭素排出量のうち、大きな割合を占めるのは運輸・輸送・移動分野です。しかも、電化製品と違いガソリ
ンやジェットエンジンなど石油を用いている移動手段が多いので、電力の形で取り出すことが多い再生可能エネ
ルギーへの置き換えも容易ではありません。本授業では、移動手段別のエネルギー消費特性を説明したのち、
希望する観光地へ二酸化炭素の排出量を少なく移動する行程を考えるワークを実施します。普段何気なく選択
している交通手段について改めて見つめ直す機会になればと考えます。

なし

0401 理学研究科 生物が光る！？　目で見えな
い遺伝子の機能を光で観察し
よう！

緑色に光るウサギ「アルバ」を知っていますか。その存在については色々と物議を醸していますが、これは2008
年にノーベル化学賞を受賞された下村脩氏が発見・開発した、とあるタンパク質と密接な関係があります。実は
このタンパク質は、遺伝子の機能を発光で観察できるという「発光レポーター」の一種で、生物学の世界では他
にも様々な”光る”タンパク質やそれを作り出す遺伝子が発明・利用されています。この授業では、人の手によっ
て作られた様々な”発光する生き物”について、そのメカニズムを含めて紹介しつつ、目で見えない遺伝子の働
きを発光で観察することでどのように世界が広がっていくかを解説したいと思います。

9月7日・8日・15日

0402 理学研究科 体内時計の正体に迫る！？
時間生物学入門！

私たち人間は夜になると眠くなり、朝になると目が覚める。アサガオは朝になると花を開き、ヒマワリは太陽を追
いかけるように花を傾ける。このように、動物にも植物にも、24時間周期の体内時計が存在していることが知ら
れています。これは、地球の自転に合わせて、環境に適応しようとする重要な機能なのです。では、この体内時
計の正体は一体なんなのでしょうか。またそれは体のどこにあるのでしょうか。時間生物学は、そんな動植物の
時間の捉え方にせまる研究分野なのです。最後にヒントを一つ。実はアサガオは光を遮断された真っ暗な部屋
に置いていても朝に花を開きます。つまり、体内時計は光の刺激以外にも何かコアがありそうです。どうですか、
体内時計に興味が出てきましたか。

9月7日・8日・15日

0403 理学研究科 この世界は何でできている?
～素粒子物理学入門～

この世界は何からできているのか、考えたことはありますか?
身の回りにある「物」を小さくしていくと、最終的に「素粒子」と呼ばれる粒子にたどり着きます。我々が住む世界
はとても複雑であるように見えますが、実は素粒子の種類は17しかありません。素粒子の理論もちゃんと知られ
ていて、「標準模型」と呼ばれています。一見複雑なこの世界が、たった数行の数式で書けてしまうって、不思議
じゃないですか?
素粒子については未だ分かっていないことも多く、スイスのLHCに代表される巨大な施設を使った実験や、超弦
理論などの最先端の理論を用いた研究が行われています。素粒子の世界を覗いてみませんか?

9月1日～11日・15日・19日

0404 理学研究科 超弦理論って何? 「超弦理論(超ひも理論などとも呼ばれる)」という名前を聞いたことはありますか?「我々の世界は全て『ひも』でで
きている」という理論です。しかもそのひもは「9次元空間」に住んでいます。一見馬鹿げたことを言っているよう
にも思えますが、実はこの理論は我々の世界のすべてを記述する「究極理論」の最有力候補として世界中で盛
んに研究されています。
「なぜこのような理論を考える必要があったのか?」「この理論によって何ができるようになるのか?」など、超弦理
論の不思議に迫ります。

9月1日～11日・15日・19日

0405 理学研究科 ブラックホールの新常識〜ブ
ラックホールと宇宙の進化〜

重たい星がその生涯を終えた後にできる天体、それこそ本授業の主役である「ブラックホール」です。ブラック
ホールは周囲の強い重力によって「なんでも吸い込む天体」と考えられていました。しかし、近年の理論・観測の
進展により、ブラックホールはこのような単純な描像にとどまらず、「周囲へ物質や光を放出し、宇宙の進化に大
きく寄与する天体」という新たな見方が常識となっています。つまり、ブラックホールは宇宙の歴史における「主
要人物」なのです。本授業では、宇宙の成り立ちにおけるブラックホールの役割を中心に、ブラックホールはい
つ、どのように生まれ、周囲とどのように関わるのかについて、自身の研究に触れながら紹介します。

9月20日～9月22日

0406 理学研究科 ブラックホールを見る！ ブラックホールは1915年にAlbert Einsteinによって理論的に予言された、高密度で光でさえ抜け出せないほど重
力が強い「特異な」天体です。このブラックホールが近年、天文学において脚光を浴びています。それは、2019
年に人類によって初めてブラックホールが「撮影」されたからです。ブラックホールが実在することを証明した一
方、ジェットと呼ばれるブラックホール周囲の高速ガスは見られず、ブラックホール研究者には「宿題」が残され
ています。本授業では、(1)光をも吸い込むブラックホールをどのようにして撮影したのか、(2)ブラックホールの撮
影の意義と残された「宿題」について、最新の理論・観測研究に触れながら平易に説明します。

9月20日～9月22日

0407 理学研究科 爆発する宇宙 夜空に光る星々はいつまでもそこにあるように思えます。しかし、その星にも寿命があり、いつかは大爆発を起
こしてその一生を終えます。超新星爆発と呼ばれるこの宇宙最大の爆発現象は、年間数万個、1日約100個もの
大爆発が宇宙のどこかで起きています。宇宙は至るところで爆発を起こす非常にダイナミックな存在なのです。
私はこの超新星爆発のメカニズムを、望遠鏡観測とシミュレーションの両面から研究しています。近年の研究の
結果、超新星にも様々な種類があり、その多様性は1000万年を超える長い星の寿命のうち、わずか爆発直前
の数年の星の活動によって形成されている可能性が明らかになってきました。本授業では、変化に富んだ星々
の一生と、その最後の超新星爆発について解説します。

11月20日～12月1日
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0408 理学研究科 元素の起源と私たち 宇宙はビッグバンと呼ばれる大爆発で始まりました。ビッグバン直後の宇宙には水素とヘリウム・リチウムしかな
かったと考えられています。しかし、私たちの身の回りは酸素や鉄、金といった多種多様な元素で溢れていま
す。つまり、ビッグバンから現在に至るまでのどこかでそれらの多様な元素が作られたということです。実はこの
元素、特に金やプラチナの起源は十数年前までは専門家でも意見が分かれていました。しかし近年、「重力波」
と呼ばれる現象と望遠鏡観測を組み合わせることでその生成現場を捉えることに成功しました。その結果、金や
プラチナはある種の星の合体が起源であると判明したのです。本授業では、宇宙で元素がどう作られたのか、
その過程を最新の研究成果と共に平易に解説します。

11月20日～12月1日

0409 理学研究科 ブラックホールが見せる新たな
世界とは

ブラックホールというと、みなさんはどのようなものを想像するでしょうか。「なんかすごいやつ」、「吸い込むや
つ」というイメージなのではないでしょうか。そうです、ブラックホールとはなんかすごい吸い込むやつです。もう少
し詳しくいうと、ブラックホールとは非常に大きな恒星が寿命を迎えて崩壊した末にできる非常に高密度の天体
です。しかし、ただ重い天体というわけではなく、ブラックホールにまつわる物理学は非常に多くの面白い要素を
持っています。さらに、ブラックホールにまつわる物理学は現在でもわかっていないことが多く、最先端の研究の
中心的存在とも言えます。皆さんも、ブラックホールがどのようにすごいのかを知って、最先端の研究の一端に
触れてみましょう。

木曜日,
9月1日・11日～20日

0410 理学研究科 神はサイコロを振るのか？ー
「量子」って何？？ー

皆さんは「神はサイコロを振らない」という言葉を聞いたことはあるでしょうか。これはアインシュタインが量子力
学を批判する際に言ったとされる言葉です。量子力学は現代の物理学には欠かせない概念になっていますが、
アインシュタインをはじめとする当時の物理学者たちには受け入れ難いものでした。量子力学の効果はあまり身
の回りで感じることはありませんが、さまざまな実験によりその正しさが実証されています。これほどまでに物理
学者たちを惑わせた量子力学の世界に触れてみて、その不思議さを体感してみましょう。そして、量子力学を通
じて現代の最先端の物理学に触れてみましょう。

木曜日,
9月1日・11日～20日

0411 理学研究科 「体」の化石と「行動」の化石 化石と聞いて一般的に思いうかべるのは，博物館に展示された恐竜の骨格標本やアンモナイトなどではないで
しょうか．これらは古生物学では「体化石」といい，古生物の体が化石として残ったものです．一方，「生痕化石」
と呼ばれる化石もあります．生痕化石は生物の巣穴，足跡，糞，捕食者による噛み跡など，生物の行動の痕跡
が化石になったもの全般を指します．実は，古生物の生活や「食った・食われた」の関係を知るには，体化石だ
けでなく生痕化石の研究が非常に重要です．授業では，様々な生痕化石や最新の研究の紹介を行うほか，実
際の生痕化石を用いながら古生物の生態について考えていきます．

なし

0412 理学研究科 うんちの化石学 私は自身の研究で，うんちの化石の薄片を作成し，偏光顕微鏡を使って観察しています．これらの化石が持つ
情報を読み解くことで，古生物の生活を知ることができると考えているからです．うんちの化石といっても，鉱物
化していますので匂いはなく，一見普通の石と変わりません．しかし，その内部には餌生物の骨や毛など，古生
物の食生活を探る上で重要なヒントが豊富に保存されています．うんちの化石研究は骨の化石と比べて研究数
が少なく，一般にはあまり知られていない分野ですが，古生物学における可能性は遠大です．授業では実際の
化石をお見せしながら，化石内部に残る情報の豊富さとその魅力について紹介させていただきます．

なし

0413 理学研究科 「宇宙天気予報」ってどんなも
の？

みなさんは、宇宙にも”天気”があることをご存知でしょうか？
地上の強い雨風のことを嵐と呼ぶように、宇宙空間でも強い磁場の乱れが起きるとそれを「磁気嵐」と呼んだり
します。磁気嵐が起きると、スマートフォンの電波障害などが発生し、私たちの生活にも大きな影響が及ぶこと
があります。このような宇宙空間の嵐が、いつ、どのくらいの強さで起きるのかを事前に予測し、トラブルに備え
ようとする試みが宇宙天気予報です。
この授業では、宇宙天気予報を実現するための取り組みについて紹介すると共に、近い将来「宇宙天気予報
士」という職業が生まれるかもしれない、というお話しをしたいと思います。

9月1日〜9月29日,
12月7日〜12月20日

0414 理学研究科 オーロラはなぜ光る？ 極域の空に美しく光る「オーロラ」ですが、そこに至るまでの背景には、太陽の活動に始まり、地球の持つ磁場
や大気まで、多様な要素が複雑に絡み合って存在しています。つまりオーロラは、ただ綺麗に光っているだけで
はなく、太陽と地球がどのように結びついているのかを、目に見える形で現している非常に興味深い現象なので
す。
この授業では、オーロラが光るまでにはどのような物理現象が起きているのかについて、地上のオーロラ観測
や人工衛星の観測から明らかになっていることを中心にご紹介します。

9月1日〜9月29日,
12月7日〜12月20日

0415 理学研究科 数学的な正しさとは何か 主張が正しいことを人々に納得させる方法が証明です。高校の数学でも証明問題に取り組みますが、自分の書
いた証明が本当に正しいか不安になったことは誰でもあると思います。この授業では証明それ自体に関する数
学を紹介します。証明を数学的に考察することにより、証明という概念や正しいという概念が厳密に定義できる
のです。さらには、通常の数学が行われる矛盾しない体系の中では証明も反証もできない命題の存在が証明で
きるという一見すると奇妙な現象も生じます。またこのような証明に関する研究が不具合を起こさないプログラム
の実現に役立つということを解説します。

木曜日,
11月中旬以降

0416 理学研究科 ソフトウェアを支える数学 最近のソフトウェアの発展には目覚ましいものがあります。その社会情勢のなかで、ソフトウェアが不具合を持
たないかということは、ときに人の命や財産にまで関わる重大な関心ごととなっています。ソフトウェアが確実に
不具合を持たないことを保証することはできるのでしょうか？実は数学や論理学がこの問題に対する強力な解
決策を提供するのです。このことを、数学的にはあまり深くふみこまずに、しかしどう役立っているのかがわかる
ように、いろいろな具体的事例を挙げることで紹介したいと思います

木曜日,
11月中旬以降

0417 理学研究科 異次元への招待（超弦理論と
ブレーン）

物理の特徴は覚えるべき公式の少なさです．例えば，万有引力の法則から，ケプラーの法則もガリレオの落体
の法則も導出できます．その意味で，極論的には万有引力の法則だけ覚えていれば，ケプラーの法則やガリレ
オの法則は覚える必要のない公式なのです．物理学を勉強し続けていくと，覚えるべき公式はどんどん減って
いきます．そして現在，究極的には，「素粒子の標準模型」と「一般相対性理論」のたった2つだけを組み合わせ
れば，原理的にはすべての現象が導出できると信じられています．しかも，その2つの理論を無矛盾に組み合わ
せた「超弦理論」によると，3次元（前後・左右・上下）に加えて見えていない6次元（異次元）が存在することが予
想されてしまうのです．この授業では，なぜそのような不思議なことが考えられてたのか伝えたいと思います．

なし

0418 理学研究科 トポロジーと物理 幾何学の心は違うものを同じとみなすことです．例えば相似は，違う大きさの図形も，同じ形ならば同じとみなし
ます．大学では相似をさらに推し進めた「トポロジー」という概念を学びます．トポロジーとは，2つの図形の形す
ら違っていても，千切らずにこねて変形できる図形は同じとみなします．例えば，マグカップとドーナツは全く違う
形です．しかし，マグカップ型の粘土を千切ることなくこねて変形すれば，ドーナツ型の粘土が得られます．こん
な抽象的な概念であるトポロジーは，実は自然世界を理解するために必要不可欠なものなのだと説明します．

なし
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0419 理学研究科 「頭」はどうできたのか 発達した脳や目，鼻などをもち頭蓋骨に保護された頭部。私たちは頭部をもっていますが，動物界を見渡してみ
ると必ずしもすべての動物が頭部をもっているわけではないようです。では，動物の進化の過程で頭部はどのよ
うに獲得され，どのように進化してきたのでしょうか。本授業では，特に私たちヒトを含む脊椎動物の頭部の進化
について，頭部をもたない動物での研究から得られた最新の知見も交えながら解説します。

9月1日・4日,
10月25日,
11月22日

0420 理学研究科 陸上を歩く魚−進化発生生物
学入門

約4億年前，私たちの祖先となる魚が水中から陸上へと進出しました。彼らは徐々に手足や頭蓋骨のかたちを
変えながら陸上へと適応していったことが化石記録から明らかになっています。生物進化はDNAの塩基配列の
変化に基づいていますが，これほど大胆な進化はどのようなメカニズムで実現したのでしょうか。タイムマシンな
しで進化のメカニズムを理解することはできるのでしょうか。本授業では，このような問題に挑戦する学問分野で
ある進化発生生物学について簡単に紹介します。

9月1日・4日,
10月25日,
11月22日

0421 理学研究科 地球の内側の "流れ" を知り
たい！

地球の表面や内部は硬い岩石でありながら、非常にゆっくりと流れるように運動しています。"プレートテクトニク
ス"や"マントル対流"を聞いたことがありますか？これらの流動現象は私たち人間の目には見えないほど遅い
ですが、山脈や海溝のような大地形を作り出したり、火山や地震のような様々な地球規模の自然現象を引き起
こすと考えられています。このような"流れ=ダイナミクス"をシミュレーションする方法を一緒に学びながら、地球
の過去や未来のダイナミクスを想像してみましょう！

月曜日,
9月1日～22日,
11月27日～12月1日

0422 理学研究科 あれもこれも流体力学 "流体力学"を聞いたことがありますか？流体力学は力学の一分野で、水や空気に限らずあらゆる"流れるもの
=流体"の運動を解析する学問分野です。流体力学は様々な身近な科学技術にも応用されているほか、小さい
生物の運動や、地球や宇宙規模の現象の研究にも利用されています。あらゆる場面で役立てられている流体
力学の理論に触れながら、身の回りの様々な現象を流体力学的に考えてみましょう。

月曜日,
9月1日～22日,
11月27日～12月1日

0501 医学研究科 地域医療に見落とされていた
落とし穴とは？～訪問看護ス
テーションにおける取り組み～

コロナが流行したことで改めて、一人ひとりが医療の大切さを感じていることかと思います。医療には病院、クリ
ニックだけでなく、医療従事者が患者さんのご自宅に向かう『在宅医療』というものもあります。
その中に、『訪問看護』と呼ばれる、看護師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士などコメディカルからなる
サービスがあるのはご存知でしょうか？
あるとき、その訪問看護でリハビリのセラピストとして働いていた時に、ふとある違和感を感じ取りました。
その違和感を自ら調べ、まだ未開拓であることが分かり、現大学院の教授に相談したことが入学のきっかけでし
た。まさに地域医療で見落とされていた落とし穴に気づき、研究を重ねている状況です。その落とし穴とは何か、
また大学院生と社会人との両立などについて幅広くご紹介できればと思っております。

なし

0502 医学研究科 キャリアパスの考え方～ダイ
バーシティな世の中を生きる～

私は現在医学研究科で訪問看護について研究しております。しかし、学部時代はリハビリを専攻し、そののち一
般企業に就職し、さらに銀行員やMBAの取得、マーケティング業務を経験しながら、10年後、ようやく医療の道
に戻ってきました。
令和の今、様々な生き方が認められている時代です。一つの事をずっと続けることも非常に大切です。一方で、
一度の人生で様々なことを経験出来る時代にもなっております。
博士課程進学に至るまでにも、いくつものパターンがあるのではないでしょうか？
高校生の皆様に、視野を広く、かつ幅広いご提案ができればと思っております。

なし

0503 医学研究科 新時代の医療職「認定遺伝カ
ウンセラー」 の資格を持つ大
学院生と学ぶ　『ヒト遺伝と生
命倫理』

1000ドルでヒトの全遺伝情報が読めるようになってから早数年。「ゲノム時代」とも呼ばれる現代において、私た
ちはどんな知識をもっておく必要があるでしょうか。
　本講義では、最近話題の「がんゲノム医療」などを中心に、知っておきたい「ヒト遺伝」と「生命倫理」の基礎を
学びます。 「遺伝子を調べて将来なりやすい病気がわかるって本当？」という素朴な疑問から、「こんな時、自分
だったらどうする？」と将来起こり得る状況の検討まで、「認定遺伝カウンセラー」の資格を持ちながら京大で研
究をしている大学院生と一緒に考えてみませんか？

※授業実施可能日
9月8日・13～15日・20日・22日・27
日・28日,
10月4日・6日・11日・12日・25日・
26日,
11月1日・8日・9日・15日・17日・20
日・30日,
12月1日・4日・6日・13日～15日・
18日

0504 医学研究科 新時代の医療職「認定遺伝カ
ウンセラー」 の資格を持つ大
学院生と学ぶ　『ヒト遺伝と多
様性』

みなさんは「遺伝」と聞いて何を思い浮かべますか？　本講義では、わたしたちの体質と遺伝子や環境がどのよ
うに関わっているのか学び、みなさんと一緒に「ヒト遺伝と多様性」について考えていきたいと思います。
後半では、これからの「ゲノム時代」に必要不可欠といっても過言ではない職業「認定遺伝カウンセラー」につい
て、その実態と魅力を紹介するとともに、なぜ認定遺伝カウンセラーの資格を取得したか、普段どんな研究をし
ているのかなどなど、京大博士課程大学院生のリアルな声をお届けします。

※授業実施可能日
9月8日・13～15日・20日・22日・27
日・28日,
10月4日・6日・11日・12日・25日・
26日,
11月1日・8日・9日・15日・17日・20
日・30日,
12月1日・4日・6日・13日～15日・
18日

0505 医学研究科 生殖細胞の科学 (発生と老化) 2022年の日本の出生数は80万人を下回り、少子化が非常に大きな課題となっている。この課題の背景には、晩
婚化の進行と、それに伴う生殖細胞(精子・卵子)の高齢化がある。国社会保障・人口問題研究所が報告した社
会保障・人口問題基本調査によると、2015年時には、日本国内の夫婦の約5組に1組は不妊の検査又は治療を
経験しており、次世代に親の情報を伝える重要な役割を持つ生殖細胞の年齢に伴った健常性を知ることは、現
代の重要なトピックの1つである。本授業では、この生殖細胞の健常性に焦点を当て、私の研究テーマである生
殖細胞の発生と老化について紹介する。

なし

0506 医学研究科 大規模解析が支える生物学の
発展

多くの時間と労力が必要な大規模な解析による遺伝子の同定は、2016年にノーベル賞を受賞した大隅良典先
生のオートファジーの仕組みの解明等の重要な科学的発見に大きく貢献してきた。現在、ゲノム編集の登場と
解析機器(次世代シークエンサー等)の技術革新により、2000年初頭に比べると多くの研究室で大規模な解析が
簡便に実施できる時代となった。本授業では、大規模解析による歴史的な発見に加え、私の研究テーマである
マウスの多能性幹細胞の全ての遺伝子を対象とした大規模解析の技術概要とその意義について紹介する。						

なし

0507 医学研究科 進路ってどう考える？　〜医
学・医療に関わりたいあなたへ
〜

なぜ医学という科目は高校では教えられないのでしょうか？おそらく答えは医学が多くの学問領域をまたぐ複合
領域で成り立っているからだと思います。
高校生の皆さんの中には、医学医療系へと進学し、将来は医療に関わりたいと思い医学部や薬学部を目指す
人がいると思います。
私自身が臨床検査技師という国家資格を持ちながら、現在、iPS細胞を用いた研究に従事している経験から、医
療には実に多種多様な方面から関われることをお話ししたいと思います。研究の日常業務など、高校の先生や
ネットではおそらく見つからないであろう話から、今一度進路を他の視点から眺める機会にしていただきたいで
す。

なし
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0508 医学研究科 iPS細胞の使い道　〜細胞移
植だけではない様々な使い道
〜

iPS細胞は体を構成するあらゆる組織へと変化させることが可能な万能細胞であり、失われた機能をiPS細胞由
来の組織を移植することで代替する再生医療が注目を集めている。近年、iPS細胞の医療応用はこの移植ばか
りに注目が浴びているが、iPS細胞の使用法は実に無限大の可能性を秘めており、１つの利用法として今回は
iPS細胞を用いた疾患再現について紹介する。世の中には希少疾患を患う方がおり、多くの希少疾患について
効果的な治療法がない。患者由来iPS細胞はシャーレの中で疾患を再現することができる。今回は国の指定難
病である筋ジストロフィーを例に私の研究について概説する。

なし

0509 医学研究科 長鎖脂肪酸は癌にどんな影響
を及ぼす？

高脂肪食は悪性腫瘍の発生や進展に関与するといわれている。それは様々な研究結果から示されてきたが、
その多くは長期的な高脂肪食の摂取が引き起こす肥満などの体質的変化が関与していることを示すものであ
る。脂質の中の一つである長鎖脂肪酸は、それ自体が細胞毒性や細胞保護作用をもっていたり、タンパク質に
影響を及ぼすなど短期的な摂取でも様々な作用をもつことがわかってきた。近年の脂肪酸と悪性腫瘍との関連
を示す研究報告を踏まえ現在行っている研究について講義を行いたい。

なし

0510 医学研究科 お産の時にお母さんの常在
菌って受け継がれる？～分娩
時のMRSA垂直感染について
～

薬剤耐性菌の一種でるメチシリン耐性ブドウ球菌（MRSA）は、時にアウトブレイクと呼ばれる院内感染を引き起
こし大きな問題となる。通常の免疫機能を有する人には大きな影響を及ぼさないことが多いが、妊婦そして新生
児など免疫力が低い患者さんにおいてはその感染症の発症が致命的となることもある。通常MRSAの検出には
培養に数日かかるため、新生児、とりわけ新生児集中治療室（NICU）に入室しなければならない状態で出生し
た新生児が、MRSA既感染であるかどうかを事前に知っておくことは、その新生児自身を守る意味でも、またそ
の新生児が入室するNICUでのアウトブレイクを予防する意味がある。前方視的な臨床研究により分娩時の感
染率などを明らかにした経験を踏まえ、臨床研究のデザインの仕方などを講義したい。

なし

0601 薬学研究科 体が答える今何時何分？
-時間生物学・時間創薬入門-

体内時計という言葉を耳にしたことはありますか？朝が来たら自然と目が覚め、夜になったら眠くなるのは体内
時計のおかげです。この体内時計は私たちの体のどこにあるのでしょうか？驚くことに、全身の細胞が時計を
持っているのです。時計の正体は、約24時間の発現周期をもつ時計遺伝子です。（時計遺伝子periodを発見し
た研究者には2017年にノーベル賞が授与されています。）この時計遺伝子のリズムが夜型生活、夜勤労働など
によって乱れると、高血圧、がんなどの様々な病気を引き起こすことがわかってきました。そこで、私たちの研究
室では、乱れてしまった体内時計をもとに戻すことで、病気を治す薬をつくることができるのではないかと考え、
研究を行ってきました。私の授業では、体内時計の基礎を理解し、その原理を創薬に応用する面白さをお伝え
たいと思います。

なし

0602 薬学研究科 生き物の"時間"を科学する
-体内時計を治して若さを取り
戻す-

私たち生物には、シアノバクテリアのような原始的な生物から高等動物のヒトまで、一日の”時間”を刻む体内時
計が存在しています。驚くことに、地球の自転周期と同じ約24時間の周期をもって体内時計の針は動いている
わけですが、その役割およびメカニズムはどのようなものでしょうか。一方、私たちの体には老化という形でも”
時間”が刻まれています。年を取るにつれて、体の中では様々な異常が起こります。その一つが、体内時計のリ
ズムの減衰で、高血圧・肥満といった生活習慣病や、早朝覚醒や中途覚醒の増加といった睡眠障害などの原因
になっているのです。私たちの研究室は、体内時計のリズムを若返らせる薬を作れば、様々な病気の予防・治
療に繋がるのではないかと考え、研究を行っています。私の授業では、体内時計の仕組みと老化によってリズ
ムが弱くなるメカニズムの解明・それを応用したアンチエイジング研究を行う醍醐味をお伝えしたいと思います。

なし

0701 工学研究科 スマートシティの未来：機械学
習とまちづくりの可能性

この授業では、未来のまちづくりと機械学習の魅力を身近な例を交えて紹介します。私の研究テーマである、空
き家や公営住宅の問題を解決するための機械学習を活用した効率的な再編方法を紹介します。機械学習の基
本知識や応用事例をわかりやすく説明し、具体的なアプローチや成果をビジュアル化して解説します。さらに、
持続可能なまちづくりへの貢献や、研究者及び建築・まちづくり関連の仕事のキャリアパスについても触れま
す。質疑応答で高校生の疑問に答え、彼らが自らの手でまちの課題を解決できる力を身につけるきっかけを提
供します。この授業で、機械学習とまちづくりが織りなすスマートシティの未来を一緒に探求しませんか。

9月5日・12日～15日・26日・
27日,
10月3日・4日・20日・30日,
11月2日・16日・17日・30日,
12月1日・15日

0702 工学研究科 生成系AIで変わる建築設計 この授業では、生成系AIと建築設計が融合することで、これまでにない革新的なデザインが生まれる未来を探り
ます。発展中の事例を紹介しながら、AIがどのように建築設計に革新をもたらすかを解説します。さらに、生成
系AIの課題や将来展望についても触れ、法律や実務への適用のハードルや研究がどのように進展するかを検
討します。研究の魅力やキャリアパスも紹介し、学びのきっかけやアドバイスも提供します。この授業を通して、
建築設計とAIがどのように結びつき、新たな可能性を切り開くかを楽しみながら学ぶことができます。最後には、
質疑応答の時間も設けて、皆さんからの質問やアイデアをお聞かせください。一緒に未来の建築を想像し、研究
の魅力に触れてみませんか。

9月5日・12日～15日・26日・
27日,
10月3日・4日・20日・30日,
11月2日・16日・17日・30日,
12月1日・15日

0703 工学研究科 持続可能なまちのみらいをデ
ザインしよう！

価値観の多様化や技術革新に伴い，暮らし方・学び方（働き方）が大きく変化しています．これまで当たり前に過
ごしてきた屋外の広々とした公共空間（公園・広場など）の価値も見直されてきました．地域のアイデンティティを
活かしつつ，一方で環境の変化に対応した新しい考え方を導入しながら，どのように持続的で魅力あるまちづく
りを実現していくのか．土木や建築，環境，情報など多くの専門分野が協働し，将来像を描き，実現のための仕
組みやカタチを設計する，「公共デザイン」の考え方が近年ますます重要になってきています．本授業では，国
内外における公共デザインの最先端の事例を取り上げつつ，大学で学ぶデザインの面白さや社会的な意義，
公共デザインに関わる仕事・働き方を紹介します．

9月中旬～10月初旬

0704 工学研究科 海外の先進事例から学ぶ！
「みち」まちづくりのこれから

近年，都市の活性化や魅力向上の手段として，道路空間を多目的に活用するプロジェクトが数多く進められて
います．例えば，車道を歩行者空間化してマルシェやイベントを開催する際には，住民車両や配送車などの必
要な交通の機能をどのように維持するのか，歩行者の安全性をどのように確保するのかなどに注意しつつ，賑
わいや憩いといった場所性（プレイス）を高めるような様々な工夫が求められます．このような「みち」を中心とし
たまちづくりの取り組みは日本よりも海外で先進的に進められており，大学の最新の研究でも海外事例に注目
が集まっています．本授業では，これまで研究で訪れた世界20以上の都市の「みち」を紹介しつつ，大学で学ぶ
土木・景観工学や海外研究・就職の動向についてディスカッションします．

9月中旬～10月初旬

0705 工学研究科 「うまく壊す」科学の現場を見
てみよう

モノ（建物）が壊れるところを見たことはありますか？ヒビが入る，割れる，折れるなど目で見て分かる壊れ方
は，実際どのくらい危ないのでしょうか．現在の耐震工学では，地震で建物や橋が壊れることを前提に，「うまく
壊す」ことを科学しています．このうまく壊すための科学と，その研究を支える実験について，鉄筋コンクリートを
例に紹介します．大学の研究室で行っている実験の様子を，準備段階から実験本番の結果まで，余すところなく
お見せします．普段見ることがない壊れる過程は一見の価値ありです．また，ここから分かった耐震工学から見
た危ない「壊れ方」と，感覚的に危ないと感じる「壊れ方」との違いは意外に思うこと間違いなし！

9月11日～9月29日，
11月20日～30日

0706 工学研究科 実験×シミュレーションで切り
拓く次世代の耐震工学

これまで耐震工学の研究では，模型を使った構造実験とパソコンを使った数値シミュレーションが活用されてき
ました．授業では，まず構造実験と数値シミュレーションの例をもとに，それぞれのメリット，そしてデメリットを紹
介します．そう，それぞれ完璧ではなくデメリットが存在するのです．これを解消するために，実験と数値シミュ
レーションを組み合わせる手法「ハイブリッドシミュレーション」が開発されています．このハイブリッドシミュレー
ションを活用することで，これまで出来なかった耐震設計ができるようになる，画期的な技術です．授業後半は
ハイブリッドシミュレーション技術が切り拓く耐震工学の最先端とこれからの課題を，じっくりご紹介します！

9月11日～9月29日，
11月20日～30日
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0801 農学研究科 全ての道はタンパク質に通ず あなたはどれだけタンパク質のことを知っていますか。実は卵の白身も、ウイルスが感染の際に使っている道具
もコラーゲンも光合成や呼吸を担う生体物質も全部同じタンパク質なんです。タンパク質は地球上に100億種以
上存在するといわれ、その基本的な構成要素は単純であるにも関わらず、その組み合わせの多様性から驚くほ
ど多くの生命活動を支えています。つまり、全ての生命現象はタンパク質に繋がる！と題して皆さんと身近な生
命現象の奥に潜むタンパク質の秘密を一緒に理解してみませんか？本授業ではタンパク質の特徴や種類など
の基礎からタンパク質に関する最新研究までご紹介したいと思います。

なし

0802 農学研究科 世界は毒で溢れてる ”毒”を身近に感じたことはありますか？太古の昔から人類は身近な毒に関心を抱き、毒におかされるだけでな
く生かされてもきました。この授業では恐ろしくも魅力的な毒について、毒がなぜ毒たるかを毒の種類や根本的
な作用機構から紐解きつつ、毒を発見して応用するまでの研究者の努力の軌跡を紹介したいと思います。

なし

0803 農学研究科 虫のフンってどんな味？？ 私は、①葉を食べた虫（特に蛾の幼虫＝イモムシや毛虫）のフンに湯を注ぐと美味しいお茶になること②掛け合
わせる葉と虫の種類によりお茶の色・香り・味が全く異なることを独自に発見し、これらに関する研究と事業を進
めています。これら現象に対して専門分野である生態学、分析化学の視点から以下のトピックに絞って平易に
説明します。
・ 「虫の体の中で何が起こり葉から糞へと変質するのか（独特の味わい・旨味が出るのか）」を解明するための
化学分析・・・最新のタンパク質解析と代謝物解析
・ 糞のお茶と市販茶の共通点、相違点について・・・味と香りの微量分析と主成分分析
現象の発見から実験系の構築までどのように進めていくか。好奇心を原動力に、一貫して取り組んできた私だ
からお話しできるリアル感があるはずです。

9月8日

0804 農学研究科 虫の好き嫌いは何が基準？葉
を食べる虫の苦労を化学で読
み取る！

植物はしばしば虫にとって毒となる化合物を葉に蓄えていますが、虫もそれらの毒を「なんとか」して葉を食べよ
うとします。その結果、毒を克服できた植物だけを虫は食べることができます。
こうして虫が植物へ適応した例をいくつか紹介しながら、「虫と植物の軍拡競争」をテーマに生態学の面白さを伝
えます。中でも私がこれまでに進めてきた研究例「イモムシが植物を食べて得られる少ない窒素源をどう上手く
やりくりしているか」をメインに扱い、生態学研究のリアル感をお伝えします。この研究で実際に行ったゲノム編
集や化学分析などのアプローチを平易に説明しながら、現象の解釈、仮設の構築、検証実験について一連の流
れでお話します。

9月8日

0805 農学研究科 昆虫を誰でも自由にかんたん
にデザインできる？〜いま注
目の「ゲノム編集」とは〜

地球上の生物種の半数以上を占め、１００万種以上の種数を誇る昆虫。ヒト１人あたりの個体数はざっと１５億
匹。彼らは、熱帯から極地までのさまざまな環境に適応し、この地球で大繁栄を遂げています。この大繁栄を可
能にした適応力のナゾを解き明かし、昆虫がもつ驚くべき能力を、私たち人間が最大限に活用することができ
る？―そんな未来を可能にするテクノロジーこそが「ゲノム編集」なのです。ゲノム編集とは、生物の生体情報が
書きこまれたDNA（ゲノム配列）をピンポイントで変えることができる技術です。この授業では、「昆虫Xゲノム編
集」という言葉に魅了され、現在の所属研究室を選んだ講演者が、ゲノム編集とは何か？という基本的な説明
から、最新の昆虫ゲノム編集の知見とその応用までをお話ししたいと思っています。					

なし

0806 農学研究科 ゴキブリの研究してたらバルセ
ロナにいくことになってブラジ
ル人の親友ができた話〜大学
院での研究はおもしろい！〜

とにかく嫌われもののゴキブリですが、研究の対象としてはとても優れており、魅力的な生き物です。私は大学4
回生で研究室に配属されてから、ゴキブリの研究をはじめました。はじめはゴキブリに触ることすらできなかった
私ですが、次第に研究にのめり込んでいき、気づけばゴキブリ研究の世界的な大先生のいるバルセロナへ！サ
グラダファミリアと地中海を目前に研究を行う刺激的な生活の中で、私と同じく大先生のもとで学ぼうと、ブラジ
ルからやってきた大学院生と一気に仲良くなります。地球の反対側に住んでいた二人が、ゴキブリ研究という共
通点からバルセロナで出会い親友になるなんて、なんだか大学院での研究っておもしろいと思いませんか？こ
こでは、私の研究内容はもちろん、大学生・大学院生の生活などについてもお話ししたいと思っています。

なし

0807 農学研究科 環境問題に経済学で取り組も
う！

環境問題に取り組みたいという夢を持つ人の中には、「”理系”に進学しなければ」という固定観念を持つ人も少
なくない。しかし現在、”文系”である経済学の分野から環境問題を解決しようという取り組みが活発化している。
現実的な問題として、環境保護はタダでは実行できず、お金が実行の障壁になることは少なくない。「どうやって
お金を集めるのか？」、そして「どれくらいの金額を集めるのか？」という問題は、基準もなく長年の課題であっ
た。環境経済学者はこの問題について、経済学という観点から解決策を提案しようと試みている。
実際に世界自然遺産の観光利用と環境保全の両立のため研究に奮闘した経験から、環境経済学が目指す解
決策を紐解いていく。

9月1日～15日,
木曜日・金曜日（10月～12
月）,
11月24日

0808 農学研究科 世界自然遺産になるということ 2021年に「奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島」が世界自然遺産に登録された。しかし日本人であって
もこの事実を知る人はまだ多くないのが現実である。世界自然遺産に登録されるということは喜ばしい事である
と同時に、メリットとデメリットの二面性を持つというあまり注目されることのない特性を抱えている。世界遺産登
録地に住む人々は、それぞれが様々な期待や不安を抱えながら、これから生じる課題を解決していかなければ
ならない。
このような課題に対して、経済学という観点から解決策を提案しようと試みる研究が近年活発に進められてい
る。実際に世界自然遺産の観光利用と環境保全の両立のため研究に奮闘している経験から、環境経済学から
考案した解決策について解説する。

9月1日～15日,
木曜日・金曜日（10月～12
月）,
11月24日

0809 農学研究科 「会社」の歴史 将来仕事をすることを考えた時に、企業に就職する、自ら起業するなど色々な方法を考えられることでしょう。
「会社」というものは日本でどのようにできてきたのか、初期の「会社」とはどんなものだったのか、考えてみたこ
とはありますか？21世紀の私達にとって当たり前になっている「会社」という主体が、近代に生まれてきた背景
と、それが国民生活に与えた影響について考えます。そして、同時に、歴史を学ぶ意味、物事を歴史的にみる意
義についても考え、「今見えている景色」を相対化する視点を持つきっかけにしていただければと思います。

なし

0810 農学研究科 食料生産の歴史：「田畑」から
「植物工場」まで

皆さんが日頃何気なく口にしている食の原料は、日本で1000年以上も作られてきた歴史のあるものもあれば、
ここ数十年でできてきたものもあります。そして、それぞれの原料の「作り方」も、時代に応じて変わってきまし
た。
最近では、種を撒いてから食料（例えば野菜）ができるまで完全に自動化する技術も出てきています。日本の食
料生産は時代とともにどのように変わってきたのか。消費者・国民の食の嗜好の変化と、農業生産技術の変化
を通して日頃当たり前に見えている「食」の背景に迫ります。同時に、歴史を学ぶ意味、物事を歴史的にみる意
義についても考え、「今見えている景色」を相対化する視点を持つきっかけにしていただければと思います。

なし

0811 農学研究科 リンをめぐる植物の生存戦略 生物の必須元素のひとつである、リン。DNAやATP、細胞膜など生命活動に欠かせない物質を構成しています。
植物は根を介して土壌からリンを吸収します。しかし、植物が直接吸収できる形のリンは土壌中にほんのわず
かしか存在しません。植物は土壌のリン欠乏に適応するために、長い進化の過程でリン獲得戦略を発達させて
きました。土壌を広く探索できるよう根を細く長くのばしたり、酵素によってそのままでは吸収できないリンを分解
したりと、その戦略は実に多様です。この授業では、植物が貴重なリンをどのように獲得し、どう利用しているの
か、そして森林生態系におけるリン研究の重要性を解説します。森に入ったとき、土の中にはリンをめぐる植物
の多様な生存戦略が広がっています。その世界をのぞいてみましょう！

10月2日～10月20日
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大学院生等の所属 授業テーマ 授業内容 授業実施不可日

0812 農学研究科 葉に負けない、根の多様性 森に足を踏み入れた時、まず目に入るのは青々とした緑の葉っぱでしょうか。大きい葉や小さい葉、分厚い葉や
薄い葉、ギザギザの入った葉や丸い葉など、葉の形は非常に多様です。目線を足元に移し、落ち葉をかきわけ
てみましょう。そこには、木の根がすき間なく広がっています。葉と比べると、根の形の違いは明瞭ではないかも
しれません。しかし、よく観察すると根の形や色は樹種によって異なり、葉に負けないほど多様な形態を持って
いることが分かります。最近の研究から、根の形態の変化は成長や被食防御、養分吸収など様々な植物の戦
略を反映することが明らかになってきました。この授業では、樹木の根に着目し、根の形態がどのように多様化
し、どんな機能をもつのか、そして森林生態における根の研究の重要性を解説します。

10月2日～10月20日

0813 農学研究科 「共有地の悲劇」とは何か〜持
続的な社会について考える〜

「共有地の悲劇」とは、共有された資源や空間が利用者の不適切な行動や過剰な利用によって持続不能な状
態に陥る現象を指します。少し難しいですね。しかし、現代社会において、環境問題、食料問題、紛争、パンデ
ミックなどのさまざまな危機には「共有地の悲劇」が関係しています。また、皆さんの日々生活する教室などでも
悲劇は起こりうるのです。このように、皆さんにとって身近な出来事や私の研究対象であるアフリカの農業を取り
上げながら「共有地の悲劇」について解説します。そして、皆さんとともに「持続的な社会」について考える機会
になれば幸いです。

9月1日〜10月20日

0814 農学研究科 宇宙からみる食料・環境問題
〜アフリカを例に〜

アフリカ大陸の食料問題と環境問題について、宇宙の視点から観察していきます。まずは、環境問題に焦点を
当てます。宇宙の視点からは、森林破壊や砂漠化の進行が視覚的に捉えられます。この視点から、アフリカの
森林保護や環境保全の重要性について考え、持続可能な資源管理の必要性を理解します。次に食糧問題で
す。宇宙から見ると、農地の拡大や水資源の管理、気候変動による農作物の生産性への影響が観察できます。
また、アフリカ大陸全体の食糧生産や食糧供給のバランスも把握します。宇宙からの視点を通じてアフリカの食
料問題と環境問題を深く理解することを目的とします。

9月1日〜10月20日

0815 農学研究科 アフリカの農家に学ぶ、不安
定な社会を生きる術

「アフリカの角」と呼ばれる地域では、ここ数年間続いている干ばつにより、食料不足が起こっている。この
ニュースは日本でも報道され、知っている人も多いのではないでしょうか。一方、雨不足や多雨によって作物が
思うように育たない事態は、アフリカの各地で頻発している。深刻な食料不足により支援を必要とする地域もあ
るが、そもそもアフリカの人々は食料不足になるリスクへの備え、対処法を何ももたないのだろうか。この授業で
は、食料の生産が不安定な地域に住む人々、特に家族とともに小規模な農業を営む人々が、食料を確保する
ためにどのような考えをもち、行動しているのか、その戦略についてお話します。その後、その戦略を私たちの
生活に応用し、変化の激しい社会をアフリカ流にうまく乗りきることはできないか、皆さんと考えてみたいと思い
ます。

なし

0816 農学研究科 在来作物を残す意味はあるの
か‐アフリカの在来農業から考
える‐

安納イモ、聖護院ダイコン、金時ニンジン。これらの作物の名前を聞いたことがある人も多いのではないでしょう
か。これらの作物は、それぞれの地域で代々栽培が続けられてきた在来作物であり、今や全国的に有名な作物
となっています。一方で、日本にはまだ各地に多様な在来作物が残っており、そのほとんどは地元の人しか知ら
ないような作物ばかり。栽培しやすく、形も揃っている近代品種が多く流通する中、在来作物の栽培を続けていく
ことにどのような意味があるのだろうか。この授業では、生態環境や文化が異なる各地域に特有の在来農業が
行われているアフリカの農村の人々の暮らしをヒントに、日本各地にある在来作物を残していく意味について考
えてみたいと思います。皆さんの地域に古くから残っている作物の魅力を知り、地元愛を育んでみませんか。

なし

0817 農学研究科 森林・林業とSDGｓ-持続可能
なな社会の実現を目指して-

私たちは日常生活のあらゆる場面で、木を使い、生活している。建築物や家具をはじめ、紙幣や教科書といった
紙も、もともとは木であった。身の回り品の多くが木由来であることに驚かされる。しかし、これらの木はどのよう
に生産されているのか。特に都市部にいると、その様子をうかがい知る機会はあまりない。
本授業では、日本や世界の森林の現状や木の生産を担う林業について紹介し、新たな視点で環境や産業につ
いて学んでもらう。(内容：日本の国土面積の7割が森林と言われているが、木材の自給率は4割で、6割が輸入
に頼っていることなど。また、木を伐ることに対し、環境破壊というイメージもあるが、人工林の場合、間伐を行
い、適切な管理が重要であること、林業は、木を植え、育てて、伐り、使い、再び植えるサイクルで成立してい
る。持続可能な開発目標(SDGs)が話題となっているが、持続可能な社会の実現と相性がいいことも伝える）。

なし

0818 農学研究科 研究を知ろう（研究を始める人
へ、研究の心構えや研究の魅
力）

この授業では、研究に対する心構えや研究が持つ魅力を紹介し、研究の心構えや魅力を理解してもらい、今後
の研究に活かしてもらうことを目標としている。総合的な探究の時間などの機会を通じ、これから研究を始めた
いと考えている高校生や既に研究を始めている高校生などを主な対象にしている。研究という言葉には、難しい
ことをやっているイメージがある。しかし、研究は、私たちが日ごろ抱いている身近な疑問からスタートしているこ
とが多い。私は修士時代から研究を本格的に始めた。現在博士課程に在籍しながら、研究に取り組んでいる。
様々な困難があるが、これらを乗り越えて、研究を進めている。研究には研究の魅力があり、今まで続けられて
来たと思っている。私の経験、研究現場にいるからこそ伝えたい研究に対する心構えや魅力を伝え、有意義な
研究活動に活かしてもらえればと考えている。

なし

0819 農学研究科 侵略的外来種を科学する　-日
本から海外に渡った外来種-

ニュース等で度々取り上げられる「侵略的外来種」は、地球温暖化や人間の活動の影響で、その問題が年々深
刻化しています。私たちが日常的に知るのは、海外から日本に侵入する外来種ですが、実は日本から海外に広
がり猛威を振るう外来種も存在します。本授業では、そんな日本産の侵略的外来種となった植物を例に、なぜ
生物が「侵略的」になるのか、侵略による生態系への影響はどのようなものか、そしてこの問題の解決策は何
か、を考察します。この授業を通して、生態系のバランスを理解し、私たち人間の行動が地球全体にどのように
影響を与えるかを理解することを目標とします。

なし

0820 農学研究科 植物と微生物の相互作用から
考える生物多様性

私たちはしばしば大きな生物、特に動物や植物を見て生物多様性を感じますが、その一方で、微生物という見
えない生命の世界もまた、私たちの地球上で非常に重要な役割を果たしています。特に植物と微生物の相互作
用は、生物の進化、生態系の機能、そして生物多様性の形成に深く関わっています。
この授業では、植物と微生物はどのように相互作用しているのか、そしてこの相互作用がどのように生物多様
性に影響を与えるのかという点について、次世代シーケンサーを用いた私の研究を例にして考察します。以上を
通じて、生物多様性を形成する力について理解し、さまざまな相互作用の重要性について学ぶことを目標としま
す。

なし

0821 農学研究科 「ツル植物」という生き方 植物には様々なかたちがあります。成長とともにどんどん太くなっていく木本植物の中にも、樹木のように太い
幹でまっすぐ自立しているものもいれば、フジをはじめとしたツル植物のように近くのものに巻きついて上へ登っ
ていくものもいます。周りの木々に支えられて生きるツル植物は、体重をほとんどその巻きついた樹木に預ける
ため、樹木にとってはストレスかもしれません。実際、ツル植物によって樹木の成長が遅くなる、二酸化炭素の
吸収量が少なくなる、という話もあります。しかし、世界にはツル植物の恩恵を受ける動物や人々もいて、森にな
くてはならない存在でもあるのです。研究の世界でも近年注目されつつあるツル植物、その生き方や重要性を
紹介します。

9月11日～9月15日,
火曜日（10月以降）

0822 農学研究科 植物たちの生き抜く力　―水の
少ない季節をどう切り抜けるか
―

地球上の自然環境は様々ですが、その多くの場所に森林は存在します。植物の成長に必須な水、空気、光、温
度、養分、これらが十分にある環境では樹木もよく成長し、大きな森林が出来上がっているでしょう。では、この
どれかが欠けるような環境ではどうでしょうか？気温が高くて植物がよく成長する熱帯にも様々な環境が存在
し、一年の半分以上雨がほとんど降らない地域もあります。このように気候の影響で水が不足する季節のある
森を熱帯季節林といいますが、樹木はどのようにその過酷な環境を生き抜いているのでしょうか？マダガスカル
にある熱帯季節林を例に、樹木の生存戦略を紐解いていきます。

9月11日～9月15日,
火曜日（10月以降）
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0823 農学研究科 細胞内のリサイクル：オート
ファジー

私たちは毎日ご飯を食べて、運動をして、寝て、成長していきます。同様に、私たちの細胞もまた外からエネル
ギーを取り入れ、運動し、エネルギーを生産しながら成長と分裂を繰り返しています。細胞の集合体である私た
ちの体をより深く理解していくためには、まず細胞の働きに注目していかなくてはなりません。
今回は、細胞の働きの中でも特に、細胞内分解経路「オートファジー」についてお話します。2016年にノーベル生
理学・医学賞を受賞された大隅良典先生が分子メカニズムを解き明かしたオートファジーという現象についてご
存じの方もおられるでしょう。病気の治療や、ダイエットなど、私たちの健康維持に多大なる貢献をしている「オー
トファジー」についてお話します。

なし

0824 農学研究科 脂質代謝：体の中の油の話 「悪玉/善玉コレステロール」という単語は、多くの方が知っていると思います。動脈硬化などの生活習慣病に関
わっているこれら脂質は、健康診断のあとに大人が真っ先に気にする数値でもあります。ところで、悪玉コレステ
ロールとは何なのか、どうすれば減らせるのかを知っていますか？「なんとなく焼肉とかラーメンとか脂っこいも
のをへらせばいいのかな」という認識で、ほとんどわかっていないことしょう。それで正解です。実は最新のでも、
体の中ので起こっている脂質の動きには未解明な部分が多いのです。
ダイエットは難しい。それもそのはず、だって未発見なことがまだまだたくさんあるから。そんな脂質に関する研
究の一部をご紹介します。

なし

0901 人間・環境学研究科 自分の体がアリの巣に？！－
アリと植物の共生系－

皆さんはアリの巣を見たことがありますか？学校の校庭や公園の地面を観察してみると、地面に空いたアリの
巣穴を見つけることができると思います。日本に生息するアリたちは地中や木の下などに巣を作ることがほとん
どです。一方で熱帯地域には自分自身の体の一部に空洞をつくって、巣場所としてアリに提供している「アリ植
物」と呼ばれる植物がいくつもいます。アリ植物とは一体どのような植物なのでしょうか？私はこれまでボルネオ
の熱帯雨林でアリ植物の調査をしてきました。授業ではアリ植物とアリとの関係性について、調査の様子を紹介
しながら解説します。

なし

0902 人間・環境学研究科 熱帯雨林は分からないことだ
らけ！－ボルネオ島の昆虫研
究事情－

これまで、数多くの研究者が熱帯雨林の昆虫の種類の多さに魅了されてきました。昆虫が大好きな私もその一
人です。日本の森と比べていまだに秘密の多い熱帯雨林ではどのような研究が行われているのでしょうか。こ
の授業では、私がボルネオ島の昆虫と出会い研究を始めるまで、ボルネオ島で行われている昆虫の様々な研
究、熱帯雨林でのフィールドワーク事情を紹介します。

なし

0903 人間・環境学研究科 文化財を扱うスペシャリスト～
美術史学研究者と学芸員～

美術史学は、絵画、彫刻、工芸などの作品を研究対象とする学問であり、作品は人類共通の遺産である文化財
でもあります。美術史学研究者は、作品と対話してわかった新たな発見を言語化（論文化）して、美術史学の発
展に寄与します。また、学芸員は、博物館などに勤めて資料の収集、保管、展示、調査研究を行います。中でも
美術史学を専門とする学芸員は、仏像や仏画、絵巻などの文化財と日々向き合い、後世に守り伝えることも大
きな使命としています。本授業では、こうした文化財を扱うスペシャリストの仕事とその魅力についてお伝えしま
す。

9月27日・28日,
12月1日～22日

0904 人間・環境学研究科 思想と造形の学問知～日本美
術史からみた世界～

日常生活はさまざまな造形で溢れています。そして、ある造形が生み出された背景には、何らかの思想がありま
す。ある思想が造形化されることはすなわち、目に見えない、形なきものが、目に見える、形あるものへと具現
化することです。美術史学は、視覚的な作品を研究対象とする学問ですが、その醍醐味は、過去何百年、何千
年前に造られた作品の背後にある、作品が生み出された思想― なぜ、どのような時代背景でそうした作品が造
られたのか―を考えることです。本授業では、日本美術史、中でも仏像・神像を専門とする担当者が、その学問
的方法論を教授し、皆さんの視野や世界観を広げたいと思います。

9月27日・28日,
12月1日～22日

0905 人間・環境学研究科 人々と「ともに」学ぶこと　ー
文化人類学の方法

文化人類学は、異文化や他者をいかに理解するかを探求してきました。そのためには、自分とは異なる価値観
や習慣を「学ぶ」必要があります。人が本当の意味で物事を学ぶ唯一の方法は、その人の存在の内側から自己
発見のプロセスを通じて学ぶことです。そのために、文化人類学者のティム・インゴルドは、人や物事に「ついて」
学ぶのでなく、人や物事と「ともに」学ぶことの大切さを強調します。では、それはどのような方法なのでしょうか。
これまで文化人類学者が試みてきた実践を辿りながら、学ぶことの意味についての理解を深めます。

9月1日〜9月30日

0906 人間・環境学研究科 アートとは何か　ー　文化人類
学の芸術への視点

アートとは何でしょうか。アートとアートでないものは、誰がどのようにして決めるのでしょうか。例えばゴッホの絵
画がアートで、あなたが毎日使う歯ブラシがアートでないとしたら、その違いはなんでしょうか。長い間、西洋を中
心としたアート界の美学的基準が、アートとアートでないもの、またアートの価値というものを規定してきました。
しかし、文化人類学はそれを批判し、異なる視点からアートについて考えることを提案します。わたしたちの日常
に溢れる物について、また、作るという行為について、文化人類学の考え方から理解を深めます。

9月1日〜9月30日

0907 人間・環境学研究科 「知識」とは何だろうか？──
認識問題から考える

学問の営みは「知識」の獲得というところに本質があります。しかし、「知識」とは何でしょうか。一般には、物や事
柄の本質を捉えることが知識と言われます。ですが、そもそもそうした本質がどのように捉えられるのか、物や
事柄とは何かがわからなければ、知識とは何かということは分かりません。本講義では、こうした本質を捉える
人間の機能である「認識能力」に問題を当て、哲学の立場からこの問題にアプローチします。そこから、本講義
の狙いとして、物事を知る楽しさ、考える楽しさとそれがどのように役に立つのかを学んでいただきたいと考えて
います。

9月1日〜9月15日

0908 人間・環境学研究科 難解なテクストを厳密に読む
──哲学研究入門

昨今文系学部廃止論などが唱えられるように、文系の学問の意義が見失われつつあります。特に、市井での哲
学人気が増した今日、大学で哲学を学ぶということの意義が疑問視されるようになりました。たしかに、哲学はき
わめて抽象的なテキストを読むため、ハードルが高いにもかかわらず、無駄なものとさえ見えますが、哲学を通
じて養われる思考やその技術は非常に有用なものです。本講義では、特に難解なテキスト読解をいかに行い、
そこからどのように物事を考えるのかを、実例を交えながら示します。そこから大学の学びを通じて自分で考え
る力を養うための道筋を共に歩んでいきましょう。

9月1日〜9月15日

0909 人間・環境学研究科 文系と理系、社会科学系の近
さと遠さーー「方法」への視座
から

みなさんは今、高校で「文系/理系」と分かれて勉強することも多いかと思います。その違いについて、もしくは類
似点について、考えたことはあるでしょうか？扱っているものが違う？文章を読んだり数式を使ったり、「方法」が
違う？どっちも難しいから一緒？……など。大学などで本格的に取り組む「学問」は、各々の方法論を持って、
各々の視点から人間や自然、自分や世界全体を対象として研究します。それらはみんな、全然違うことを全然
違うしかたでやっているのでしょうか？本授業では、ガダマーというドイツの哲学者（現象学・解釈学）とクーンと
いうアメリカの科学哲学者がそれぞれ論じた人文系/自然科学系の「方法」に着目して、学問同士の近さと遠さ
についてお話ししようと思います。その際、ある種の「真ん中」にも見える、社会科学についても触れていきます。

9月1日～8日・15日・27日・
28日
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0910 人間・環境学研究科 「倫理的に正しい」ことの歴史
性

孔子や孟子、ソクラテスやプラトン、アリストテレス。昔の人で、「徳が高い」ことを言っていたとされる人はいくら
かいますが、なぜ数千年前に誰かが言った・書いたことが、現代の私たちにとっても「徳がある」ことだと言える
のでしょうか。当時は戦争のための人殺しや奴隷制度も許されていた地域が多くあった時代です。それなのに、
時代を超えて「倫理的に正しい」ことを言っていると思えるのはどうしてなのでしょうか。本授業では、本に書いて
いることや、人の言っていることを「理解・解釈」するとはどういうことであるかを考えた、２０世紀のドイツの哲学
者・解釈学者であるH. -G. ガダマーの考えを導き手として、上記の問いに哲学の観点から取りかかります。

9月1日～8日・15日・27日・
28日

0911 人間・環境学研究科 孤独なエゴイズムと、成長　——
言語哲学が僕に教えてくれた
こと

現代社会の問題である「孤独」には、様々な種類と要因があります。ここでは、自分の想いを他人に伝えること
は原理的に不可能であるとする「哲学的な孤独」に焦点を当てます。▶授業では、まず、想いを言葉に変え、その
言葉を別の人間に正しく理解してもらうことの二重の困難さについて、講師自身の体験を交えながら一緒に考え
ます。次に言語哲学の考察を紹介し、「僕の想いが伝わらない」という孤独の問題が、実は、言語のしくみの誤
解に由来するもので、実際には、人間的な成長によってのみ解決されるのではないかと問いかけます。▶生徒か
らの議論への積極的参加によって、一緒に授業を作っていきたいと考えています。

なし

0912 人間・環境学研究科 「哲学」を終わらせた哲学者 この授業では、倫理の教科書にも掲載がある20世紀最大の哲学者の一人ウィトゲンシュタインの思想を扱いま
す。▶彼は、著作『論理哲学論考』において、言語のしくみを考察することで、きちんと意味がある文章と、ちゃん
としているように見えて実はナンセンスな文章とを厳密に区別します。そして「哲学」の問いは、本当はどれもナ
ンセンスであることを暴き、哲学の問題を完全に解決したと主張しました。▶参加者の高校生には、講師と一緒に
そのエッセンスを追っていくことで、哲学することを体験してもらいます。授業では哲学書の内容だけではなく、波
乱万丈な一生を送った彼の人生も一部紹介するため、多角的に楽しむことができます。

なし

0913 人間・環境学研究科 複数の言語を学んでみよう！ わたしは20世紀初頭のイギリスで始まった言語意識アプローチ(Language Awareness Approach)を研究していま
す。これは、世界のさまざまな言語を知り、それらを比較することで、見知らぬ言語に対する恐怖をなくし、母語
の能力も向上させます。この授業で、皆さんもこの言語意識アプローチを使って、日本語だけでなく、さまざまな
世界の言語を比較してみませんか？この体験は、きっと今後の日本語と英語の学習、さらには他の言語の学習
に活かされるに違いありません。

なし

0914 人間・環境学研究科 外国語を学ぶことについて グローバル社会のなかでは、外国語、とくに英語でのコミュニケーション能力の育成が至るところで叫ばれてい
ます。皆さんが日々学校で学んでいる外国語は、どのように言語を習得するのか、どのように言語を教えるの
か、社会が求めている言語能力とは何かなどの数多くの議論の上に成り立っています。しかし、その議論は完
結しているわけでなく、現在も続いています。この授業では、外国語をどのように教えるのか、つまり教授法に関
する議論を中心に外国語を学ぶ意味を考えてみましょう。言語教授法に関する議論を知ることは、今後皆さんが
外国語を学んでいくときに役立つはずです。

なし

0915 人間・環境学研究科 日本社会を研究する！～日本
と朝鮮半島の関係に注目して
～

みなさんは「研究」と聞くと何をイメージするでしょうか。この授業では、日々暮らす中で起こっている事象につい
て、色々な人にお話を伺いながら調べ記述する、文化人類学という研究分野を紹介します。
この授業で扱うのは、日本に暮らす人があまり知らない「日本社会」についてです。日本は、地理的、歴史的な
理由から、特に朝鮮半島との関わりがとても強くあります。ここ100年の日本と朝鮮半島の関係性を振り返りなが
ら、今、日本に暮らしている人が意識していない、日本と朝鮮半島の深い繋がりについて紐解いていきます。
自分の暮らす社会の中にも、実は知らないことがたくさんあります。遠い昔の出来事でも、未来の予測でもな
い、今起こっていることを調べ、世界で起こっている出来事を自ら描いていく。文化人類学は、そんなワクワクが
たくさん詰まった学問分野です。授業を通して、探求する楽しさをお伝えします。

10月3日～10月6日

0916 人間・環境学研究科 「焼肉」の研究　～街の中から
考える人びとの交流と繋がり
～

皆さん、焼肉は好きですか？この授業では、皆さんにも身近な「焼肉」をトピックとして取り上げながら、未だ知ら
れていない、国境を跨いだ人びとの交流の歴史を紐解きます。舞台となるのは日本にある「とある町」。その町
は「焼肉の町」と呼ばれ、焼肉屋さんがたくさんあることで知られてきました。その理由は「と殺場が近くにあり、
新鮮なお肉がすぐに手に入るから」と説明されていますが、と殺場は全国各地にあるにも関わらず、その町だ
け、何故か際立って焼肉屋さんがたくさんあるのです。町の歴史を紐解いてみると、今は知られていない、国境
を跨いだ人びとの交流の歴史が見えてきました。
身近にある風景から、人びとに知られていない事象を紐解いていく―そんな「探検」ができる文化人類学の視点
から、身近な場所を「フィールド」に変えるヒントをお伝えします。

10月3日～10月6日

1001 エネルギー科学研究科 脱炭素社会の構築：新型原子
炉の無限の可能性を探る

※使用言語：英語
現在、採掘の枯渇や温室効果ガスの排出、ロシア・ウクライナ紛争などの国際事件の影響を受けやすい化石燃
料が、世界のエネルギー構成の約80%を占めています。そのため、化石燃料の使用を減らし、脱炭素社会の構
築を試みている各国は、安定的に供給かつ低炭素排出の新たなエネルギーシステムを築くために、原子力に期
待を寄せています。しかし、2011年の福島原発事故の発生以降、高い安全性・信頼性・エコフレンドリーな原子
力システムの開発が非常に重要な課題となってきました。世界各国は核融合炉と新たな核分裂炉「第4世代原
子炉」のデザインと開発に取り組んでいます。本授業では、エネルギー問題の解決策と期待されている新型原
子炉の開発状況について紹介します。（日英併記のスライドと英語のスピーチ）

水曜日・金曜日

1002 エネルギー科学研究科 未来原発の安全確保：先端原
子力材料の開発

※使用言語：英語
福島原発事故の原因の一つは、過熱した核燃料棒から大量の水素ガスが発生し、最終的には原子炉建屋の爆
発と放射性物質の漏れを引き起こしました。この事故は、科学者たちに核燃料の性能と安全性に対するさらなる
関心を喚起しました。現在、炭化ケイ素複合材料などの先端材料の開発が進められており、原子炉における高
温・高圧・放射線が重なりあう複合的な極限環境に対処するための挑戦に取り組んでいます。また、計算材料
学、人工知能などの学科も原子力材料の開発に学際的な研究を提供しています。本授業では、原子炉における
材料の照射損傷及び最新の先端原子力材料の研究進展について紹介します。（日英併記のスライドと英語の
スピーチ）

水曜日・金曜日

1101 アジア・アフリカ地域研究研究科 学校に行く、行かない。それっ
て、だれが決めること？　国際
教育開発と現場の認識

日本にいると、学校に行くことが当たり前に感じます。みなさんも小学校からいままで、10年以上学校に通ってい
ることでしょう。一方で、世界には学校に通えていない子どもがいるという話を耳にしたことがあるのではないで
しょうか。SDGsなど、教育を普及しようとする国際的な動きがあるなか、現地の人はどう思っているのでしょう。
今立ち止まって「なんで学校に通っているか」考えてみませんか。
本授業では、タンザニアの子どもの生活や語りから、「学校に行く」という行為に自分自身の意味付けをすること
を目的とします。

9月1日～10月23日

1102 アジア・アフリカ地域研究研究科 地域研究って何？タンザニア
での子どもの調査を事例に

これから大学進学を考えている高校生のみなさんは、どの学部にするか悩んでいる方もいることでしょう。この
授業では、タンザニアで行っている子どもの学校と生活を対象としたエスノグラフィー研究を事例に、地域研究と
は何かをお話できたらと思います。

9月1日～10月23日
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1103 アジア・アフリカ地域研究研究科 カンボジアってどこ？：東南ア
ジア大陸部入門

「カンボジア」ってどこでしょう？猫ひろしが走っているところ，本田圭佑が監督をしていたところ，世界遺産のア
ンコールワットがあるところ，世界史で習うクメールルージュがいたところ…。カンボジアは，アンコール朝最盛期
の12世紀には，東南アジア大陸部の広範囲を統治していました。その後フランス植民地，ベトナム戦争，クメー
ルルージュによる虐殺，内戦，といったように国内外世界の影響を強く受けて，変化し続けている国です。カンボ
ジアを通して，東南アジア大陸部の自然地理，歴史，内戦，開発援助といったことについて考えてみましょう。

9月1日～11月10日,
12月5日～12月22日

1104 アジア・アフリカ地域研究研究科 「持続的な開発」って何だろ
う？：カンボジアの人々の暮ら
しから考える

カンボジアは近年，急速に発展しています。直近10年間で，日本の経済成長率は1%前後に対し，カンボジアは
7%前後です。この高い経済成長は，カンボジアにおける「開発」が密接に関わっています。カンボジアでは，ポ
ル・ポト率いるクメールルージュに代表されるように，1990年代まで内戦が長く続きました。1993年にカンボジア
国として再出発してからは，国連機関や各国，NGO,NPOによる援助が始まった。これらの援助はカンボジアの
復興・開発にどのように影響したのでしょうか。「持続的」という言葉は，だれにとっての，どのような意味なので
しょうか。私が見てきたカンボジア農村部の人々の生活を基に一緒に考えていきましょう。

9月1日～11月10日,
12月5日～12月22日

1201 情報学研究科 どのようにして未来を予測する
か―数理モデル入門―

天気予報や株価予測、ショッピングサイトのおすすめなど、我々の生活は「予測」とは切り離せないものとなって
います。特にここ数年は、新型コロナウィルス感染症に関連して、感染状況の予測が大々的に報じられ、多くの
人が耳にしたかと思います。しかし未知のウィルス相手に専門家はどのようにして予測を立てていたのでしょう
か。キーワードは「数理モデル」です。現象から抜き出した本質を数学で表現した数理モデルは、未来の予測に
役立ち、現代社会を支えています。このように書くと難しそうに見えるかもしれませんが、感染症の数理モデルな
どを例として、数理モデルの考え方についてわかりやすく説明します。

9月19日～22日

1202 情報学研究科 その誤差、命取りかも 日常生活で誤差を意識する場面はそれほどないかもしれません。醤油を少し入れすぎたからといって料理が食
べられなくなるわけではないですし、洗剤を少し入れすぎたからといって洗濯機が途端に泡だらけになるわけで
もありません（少しの程度にもよりますが）。しかし世の中には、ほんのわずかな誤差で大きく結果が変わってし
まう現象も存在しています。キーワードは「カオス」「逆問題」。あまり聞き馴染みのない言葉かもしれませんが、
どちらも様々な場面で現れる非常に重要かつ厄介な問題です。これらについて具体的な例を挙げるとともに、誤
差の影響に対処する方法についてお話しします。

9月19日～22日

1301 地球環境学舎 From stars to scraps ※使用言語：英語
Where do the elements that compose the universe come from? What do nature does with them and what do
we do? A journey from the origin of the universe to incinerators and landfills, using e-wastes as an example,
the future to come and what can be our attitude towards it.
-Brief story of the universe
-Human creation vs nature creation
-E-wastes as a case study
-Short practical excercise (Attitude towards the future)
※元素をキーワードに、宇宙の成り立ちから人工物の廃棄までを巡る、英語の授業です。電子ごみ（E-waste）を
例にして、現状と未来についても議論します。

月曜日

1302 地球環境学舎 The big picture ※使用言語：英語
Let me tell you a secret. Do you think you will feel diferent about me after I do? Information is the key of our
emotions and perspectives, that is why considering a "big picture" approach might be important in life.
-Experiences
-The "Big picture" approach
-Tools to grasp self understanding
-Short practical excercise (Johari window)
※自己分析に関する英語の授業です。大局的視野（Big picture）をもつアプローチと、「ジョハリの窓」という自己
分析手法を組み合わせて、わかりやすく説明し実践します。

月曜日

1401 経営管理大学院 世界的ヒットの韓国ドラマはど
うやって作られるの？

韓国ドラマはどうやって世界的に注目を集めたのでしょうか？ヒット作を生み出すためには、コンテンツを「ビジネ
ス」の視点から考えることも重要です。この授業では、K-Drama（Korean Drama）のヒットの秘訣について経営学
で扱う様々な手法や概念を用いて解説します。
K-Dramaはどのようなターゲット市場を持ち、どのような販売戦略を展開しているのでしょうか？（マーケティン
グ）韓国のドラマ制作会社は、どのようなプロデューサー組織を構築し、企画開発を行っているのでしょうか？
（組織マネジメント）また、彼らの世界市場での競争力（経営戦略）についても考察します。経営学の観点から考
えることで、ドラマのキャスティング、ストーリーの展開、ジャンルの選定においての製作者たちの戦略的意図が
何かについて分析することができます。

11月27日～12月7日

1402 経営管理大学院 K-Dramaの成功の秘訣：プロ
デューサーの世界を理解する

この授業では、K-Drama（Korean Drama）を製作するプロデューサーについて考えていきます。プロデューサーと
いう「人」と彼らの「キャリア」について経営学の観点から研究することとは何を意味するのでしょう。
世界市場でヒット作を生み出すK-Dramaのプロデューサーは高校卒業後、プロデューサーになるためにどのよう
な道を選び、どのようなことに力を入れてきたのでしょうか（プロティアン・キャリア）
プロデューサーになった後、彼らは市場で自分の評価を作り上げるために、どのような経験を追求していくので
しょうか（キャリア・キャピタル）
どのような経験をした人が、プロデューサーとして長く働けるのでしょうか（プロティアン・キャリア）また、欧米圏と
アジア圏のプロデューサーのキャリア形成にはどのような差があるのでしょうか。
プロデューサーのキャリア形成過程を知ることで、K-Dramaのヒットの秘訣を理解することができます。

11月27日～12月7日

1501 人文科学研究所 音楽学へのいざない――音楽
を「究めて」みよう

皆様はふだん、音楽とどのようにかかわっておられるでしょうか。授業や習いごとや部活動で、聴いたり、歌った
り、奏でたり、創ったり……。けれども、音楽とのかかわりかたはそれだけではありません。古来、音楽は人間が
生きることに寄り添ってきました。ゆえに、音楽には人間が生きてきた道のりが映し出されています。そのことを
見つめ、そのことについて考えるのが、音楽学という学問です。
音楽学の入り口は実は、皆様の身近にあります。音楽のあの部分がいいなあ、どうしてだろう？と語りたくなった
ことはありませんか？　そんな皆様はもう、音楽を「究め」始めようとなさっています。ご一緒に心躍る知的冒険
に出掛けましょう。

火曜日（9月28日以降）
水曜日（9月13日以降）
木曜日（9月28日以降）

1502 人文科学研究所 その人はどんな人？－－歴史
上の人物のイメージをめぐって

私たちは歴史上の人物にさまざまなイメージを抱いています。Aはこんな人、Bはあんな人……。では、そのイ
メージは決してゆらぐことはないのでしょうか？　いいえ、そんなことはありません。私たちが抱くイメージは、研
究の成果によって塗り替えられることもあります。
　授業では、日本では「音楽の父」としておなじみのバッハをとり上げます。小学校の音楽室で厳めしい肖像画を
目にされた方もおいででしょう。そんなバッハはどのようなイメージをもたれ、そしてそのイメージは時とともにど
のように移り変わってきたのでしょうか。そしてそのきっかけとなったのはどのような研究でしょうか。ご一緒に心
躍る知的冒険の一端を体感しましょう。

火曜日（9月28日以降）
水曜日（9月13日以降）
木曜日（9月28日以降）
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授業
番号

大学院生等の所属 授業テーマ 授業内容 授業実施不可日

1601 生存圏研究所 凍った土の上で生きる森林 ―
北方林と地球温暖化―

地球温暖化の影響で、カナダやロシアの道路が波打つように変形してしまうのはなぜだろう。これは、地下に永
久凍土と呼ばれる凍った土が分布しているからである。永久凍土は地球の陸地面積の約1/4を覆っており、冬
は地表面まで凍結しているが、夏には地表面の近くが溶ける。その上に広がる森林は、凍土のあるおかげで水
を利用できるが、反対に凍土のせいで根を深くまで伸ばせない。本授業では、地球で最も大きな気温上昇が観
測されている北方林を対象に、様々な現地調査の様子を紹介するとともに、森林の仕組みと温暖化の影響につ
いて学ぶ。極寒の地で生きる森林の魅力を感じてもらい、そこで起きていることを身近な問題として体感してもら
うことを目指す。

なし

1602 生存圏研究所 光合成で得たCO2の行方 ―
樹木の体のどこに使われる？
―

世界にはどうして様々な形をした木があるのだろう。これには、光合成で取り込んだ炭素の用途の違いが関係し
ている。樹木は炭素を材料に成長する。生育環境に応じて炭素をどこに分配するかという優占度が違い、栄養
の乏しい場所では根を沢山伸ばし、混んだ林では背を高くすることに投資する。本授業では、葉から取り込んだ
炭素の行方について、安定同位体を用いた追跡や、年輪や枝の節を目印として過去の分配を復元する手法を
紹介する。そのうえで、環境が樹木の形に与える影響について学ぶとともに、樹木は地球の炭素循環の重要な
担い手であることを伝えたい。授業を通して、身近な樹木の形に目が留まる機会が増えれば幸いである。

なし

1603 生存圏研究所 電子レンジから宇宙太陽光発
電

電子レンジは日常生活でよく使用されるマイクロ波機器であるり、その中にはマグネトロンと呼ばれるマイクロ波
発生器がある。今年はマグネトロンの発明から約100年、電子レンジの発明から約80年となり、本テーマでは電
子レンジの歴史から、マグネトロンの新たな応用である無線電力伝送技術と、それに関連する宇宙太陽光発電
の構想まで説明する。宇宙太陽光発電は、太陽光パネルを宇宙に打ち上げ、発電した電力を地上へ送るという
構想であり、次世代エネルギー源として注目されている。地上の太陽光パネルに比べ、昼夜関係なく、雨雲関係
なく24時間発電できる。宇宙太陽光発電の構造及び検証実験のビデオも放映する。

なし

1604 生存圏研究所 電気を無線で送る 電気を無線で送る、つまり「ワイヤレスパワー」技術は、ケーブルや配線を必要とせずに電力を送信し、受信側
で電力を受け取ることができる技術です。この技術が実用化されれば、スマートフォンやタブレットなどの機器を
充電する際に充電器を使用せずに充電できる。また車や家庭用家電製品など、さまざまな機器に応用すること
ができる。現在では、スイカカードやICOCAカード、学生証などにもこの技術が応用されている。また、電気と信
号を同時に無線で伝送するワイヤレステレビのデモ実験なども紹介する。

なし

1701 基礎物理学研究所 ブラックホールとは何か？ 夜に空を見上げると様々な星が輝いて見える。これらは基本的に太陽のように輝く恒星からの光を見ている。恒
星は永遠に輝いているように思われるが核反応によって光を発しているためそれらには寿命があり、核反応に
必要な燃料が尽きると自重に耐えきれなくなって際限なく潰れてしまう。これは超新星爆発と呼ばれる。この爆
発が終わったあとは全てが雲散霧消するわけではなく、ブラックホールと呼ばれる天体が形成されることがあ
る。これは光すらも抜け出せないほどの強い重力場を形成しており、アインシュタインによって提唱された一般
相対性理論によって理解される。今回の授業では、三平方の定理などから出発してブラックホールとはなにかを
体感してもらう。

なし

1702 基礎物理学研究所 ブラックホールが合体した音を
聴く

光すらも抜け出せない領域として理解されるブラックホールはアインシュタインによって提唱された一般相対性
理論による最も興味深い予言の一つである。宇宙ではブッラクホールが連星となって衝突することがあり、その
結果重力に揺らぎが生じる。これは波として伝搬するため重力波と呼ばれている。そのため、我々が普段感じて
いる重力の揺らぎを観測することができれば、揺らいだ方向からブラックホールの衝突を知ることができる。この
観測はアメリカのLIGOグループによって成功し、ノーベル物理学賞が与えられている。重力波はその名の通り
波なので振動しており、その振動を空気の振動に置き換えることで重力波の「音」を聴くことができる。今回の授
業では実際の重力波からその音を体感してもらう。

なし
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